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〇議長　花城勝男　ただいまから、令和５年第

64 回沖縄県介護保険広域連合議会定例会を開

会します。

　本日の会議を開きます。

　日程第１　会議録署名議員の指名を行いま

す。本定例会の会議録署名議員は、会議規則第

118 条の規定によって、３番　東江光枝議員及

び４番　島袋輝也議員を指名します。

　失礼しました、訂正いたします。

　４番　島袋輝也議員、６番　當山直彦議員を

指名いたします。

　日程第２　会期の決定をお諮りします。本定

例会の会期は本日の１日間にしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長　花城勝男　異議なしと認めます。従っ

て、定例会の会期は本日の１日間に決定しまし

た。

　日程第３　諸般の報告を行います。本定例会

の会議に出席を求めた説明員の職、氏名はお手

元にお配りした名簿のとおりです。

　次に、地方自治法第 235 条の２第３項の規定

により、例月出納検査の結果報告書が提出され

ているので、事務局にて閲覧に供しています。

　２月９日に全員協議会を開催しました。

　これで諸般の報告を終わります。

　日程第４　広域連合長の施政方針を行いま

す。

　広域連合長。

〇広域連合長　當山宏　令和５年度施政方針を

申し述べます。本日、令和５年第 64 回沖縄県

介護保険広域連合議会定例会の開会にあたり、

一般会計及び特別会計予算、諸議案の説明に先

立ち、広域連合の令和５年度運営に関する所信

の一端を申し上げ議員各位のご理解とご協力を

賜りたいと存じます。

　さて、広域連合は平成 14 年７月 30 日に設立

し平成 15 年４月の業務本格稼働から 20 年目を

迎えようとしており、構成する市町村も市町

村合併や新規加入等を経て現在は 29 市町村に

至っております。介護保険制度の開始時、全国

で 2,204 万人であった 65 歳以上の被保険者数

は令和４年９月には 3,627 万人と 1.6 倍に増加

しておりまして、また要介護者及び要支援者の

認定者数については、制度開始時の年度末値

256 万人から令和４年８月には暫定値で 696 万

人と2.7倍に増加しております。このような中、

全国で高齢化率の低い沖縄県においても令和２

年国勢調査で 65 歳以上の割合が超高齢社会の

水準 21％を超え、令和４年１月には 22.8％と

なっております。超高齢社会に突入した沖縄県

における高齢化率の今後の推移としまして、令

和７年には 24.6％、令和 12 年には 26.1％に増

加することが予想され、また要介護者及び要支

援者の認定者数については令和４年１月の６万

1,890 人、以後令和７年には６万 6,000 人、令

和 12 年には７万 11 人になると予想されます。

一方、広域連合における高齢化率は平成 30 年

１月には 20.9％と 20％台に突入し、令和４年

では 23.3％と増加しております。また、要介

護者及び要支援者の認定者数については平成

30 年の１万 7,153 人から、令和４年には１万

8,587 人と 1,434 人・8.4％の増になるものと

推測されます。以上のことから介護保険の必要

性はますます高まっております。介護保険事業

については全国的な課題があり、広域連合では

団塊ジュニア世代の高齢化に加え、現役世代が

減少するいわゆる 2025 年及び 2040 年問題を見

据えて業務を進めているところであります。ま

た、ここ数年猛威を振るっている新型コロナウ

イルス感染症対策を始め、災害医療体制の充実
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や介護分野の就労支援、受け皿整備等も新たな

課題となっております。広域連合におきまして

は、国の方向性を見据えながら介護保険制度の

持続的発展のためにこれまで以上に保険者機能

を発揮し、我が事・丸ごとの地域づくりを推進

してまいります。また、令和６年度からの第９

期介護保険事業計画より開始予定の保険料均一

賦課に向け、構成市町村間の格差是正の課題を

検討すべく、介護サービス提供基盤の広域的調

整等、介護サービスの基盤整備について構成市

町村と連携して取り組んでまいります。

　さて、令和５年度は第８期介護保険事業計画

の最終年度となりますが、この第８期事業計画

で設定された６つの基本方針①共生社会の実現

に向けて、②地域包括ケアシステムの深化・推

進、③地域支援事業の推進、④介護・介護予防

サービス基盤の整備、⑤介護保険事業の適正

化、⑥介護サービスの平準化を柱として国が第

８期事業計画の基本指針として示した７つの施

策① 2025・2040 年を見据えたサービス基盤と

人的基盤の整備、②地域共生社会の実現、③介

護予防・健康づくり施策の充実・推進、④有料

老人ホームとサービス付き高齢者住宅に係る都

道府県や市町村間の情報連携の強化、⑤認知症

施策推進大綱等を踏まえた認知症施策の推進、

⑥地域包括ケアシステムを支える介護人材確保

及び業務効率化の取組の強化、⑦災害や感染症

対策に係る体制整備についても 2025 年を目指

した地域包括ケアシステムの整備や、現役世代

が急減する 2040 年の双方を念頭とした高齢者

人口の動向、また介護サービスのニーズを中長

期的に見据えつつ高齢者が住み慣れた地域にお

いて生涯を通して自分らしく、健康で明るく社

会の一員としての役割を担い、生きがいをもっ

て豊かに暮らしていくことができる介護保険事

業を目指す決意の下、構成市町村との連携と共

に業務に取り組んでまいります。また、厚生労

働省の令和５年度概算予算要求の方向性を鑑

み、生活困窮者等のための地域づくり推進や成

年後見人制度の利用促進等を目的とした①地域

共生社会の実現に向けた地域づくりや、介護人

員確保の推進や社会福祉法人等への支援を目的

とした②福祉・介護人材確保対策の推進、また

災害時の見守り・相談体制支援や福祉支援体制

の整備推進等を目的とした③災害時における福

祉支援等、構成市町村と連携しながら業務に取

り組んでまいります。

　地域包括ケアシステムの深化・推進につい

て、であります。住民が重度な要介護状態となっ

ても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生

の最後まで続けることができるよう、医療・介

護・予防・住まい・生活支援が一体的に提供さ

れる地域包括ケアシステムの深化及び推進をし

てまいります。具体的取組として構成市町村に

おける①在宅医療・介護連携の推進、②認知症

施策の推進、③生活支援・介護予防サービスの

基盤整備の推進、④地域ケア会議の推進、⑤高

齢者の居住安定に係る施策との連携、⑥介護に

取り組む家族等への支援の充実、⑦高齢者虐待

防止の対策の７つの更なる深化を目指し、第８

期介護保険事業計画から新たに推進している⑧

地域包括ケアシステムを支える人材の確保と質

の向上及び⑨災害及び感染症に対する備えを加

えた合計９つの取り組みを引き続き支援してま

いります。地域支援事業の推進についてであり

ます。今後、高齢化は更に進み介護のニーズを

有する高齢者の増加が見込まれております。こ

のような中、住民主体のサービスを利用し、地

域の繋がりを継続することは介護予防及び重度

化防止に繋がると考えられることから、引き

続き介護予防・日常生活支援総合事業を実施

し、住民主体型サービスの充実のため構成市町

村の実情に応じた支援を行ってまいります。介

護保険事業の中核を担う市町村地域包括支援セ

ンターに関しては、今後の高齢化の進展に伴い

業務量の増加が見込まれ、外部委託等を含めた
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運営体制の変動が考えられることから、これを

踏まえつつ保健師・社会福祉士・主任介護支援

専門員の専門職の充実配置を促し、広域的支援

についても検討してまいります。現在、地域支

援事業推進員、令和４年度より二人体制を中心

とした構成市町村への支援を展開しており、市

町村の取り組みをより活発化させるため、デー

タ分析を踏まえた支援並びにモデル事業実施に

よる介護予防事業の更なる発展・充実を目指し

てまいります。また、構成市町村の実施事業に

ついては、広域連合のホームページや広報誌等

を活用して介護予防の普及啓発に取り組むと共

に、高齢者自身の自助及び地域の互助を基本と

した取り組みが各地域で創出されるよう活動促

進を図ってまいります。

　介護・介護予防サービス基盤の整備につい

て、でございます。高齢者が可能な限り住み慣

れた居宅、または地域での生活が継続できるよ

う、引き続き地域密着型サービスを中心に地域

のニーズに即した介護サービス基盤の整備を進

めてまいります。また、感染症や災害が発生し

た場合であっても利用者に必要なサービスが安

定的・継続的に提供されるよう、介護サービス

事業所における感染症対策及び業務の継続に向

けた取り組みを支援してまいります。保険者機

能強化推進交付金については、構成市町村が実

施する高齢者の自立支援・重度化防止・介護予

防等の取り組みを推進するため、評価指標・該

当状況調査票の得点向上を目指し、認知症予防

や自立支援、重度化防止への取り組み状況を分

析することでより密接な構成市町村との連携を

行ってまいります。また、交付金活用について

も構成市町村との個別相談会等による意見交換

を基に、効果的な事業執行に務めてまいりま

す。令和２年度から新たに創設された保険者努

力交付金については、国の動向に注視し同交付

金の大きな目的とされる通いの場での介護予防

や健康づくりを展開しつつ、市町村職員を対象

にした地域マネジメント力向上等に重点を置い

た取り組みに活用してまいります。更に令和６

年度より開始予定の介護保険料均一賦課に向

け、介護サービスの平準化を図り、地域間格差

を是正する取り組みについて構成市町村と連携

し、地域の多様なニーズの把握とニーズを踏ま

えた適切な選択に基づく介護サービスが提供で

きるよう、同交付金の効率的・効果的な活用に

ついて検討してまいります。

　介護保険事業の適正化について、でありま

す。収納率の向上対策については、第８期介護

保険事業計画において策定された介護保険料収

納率向上推進アクションプランで掲げた①確実

な収納が見込まれる口座振替の推進、②初期滞

納者・現年度分への収納対策の実施、③納付資

力のある滞納者に対する法的処分・差し押さえ

の強化、の三項目を重点施策として収納率向上

の推進に取り組んでまいります。また、構成市

町村と情報共有や連携により事業の充実並びに

広報誌への介護保険制度の掲載を依頼するなど

して、被保険者の納付意識の向上についても取

り組んでまいります。要介護認定業務について

は厚生労働省の通知により、新型コロナウイル

ス感染症に係る臨時的な取り扱いが原則令和４

年度末までの取り扱いとなりました。この臨時

的な取り扱いにより、更新・申請に係る認定調

査及び認定審査が繰り越され、令和５年度の要

介護認定調査の件数の増大が見込まれるため、

更なる認定遅延対策の強化に努めると共に適正

かつ円滑な認定調査・認定審査の実施に取り組

みます。また、今後も構成市町村や病院等介護

支援事業所と連携し、迅速な要介護認定に務め

てまいります。介護給付適正化の取り組みにつ

いては、介護保険制度の信頼性の確保と持続性

を図るため、引き続き介護給付費適正化事業・

主要５事業を実施し、自立支援及び重度化防止

に資する適正なサービス利用を促すと共に、不

適切な給付の防止及び是正に努めてまいりま
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す。介護サービスについては迅速かつ的確に対

応するため、定員適正化計画及び職員採用計画

に基づいて広域連合の正職員を採用することで

広域連合業務の安定的な運営を図ってまいりま

す。また、長期的かつ総合的な観点で職員の能

力開発を効果的に推進するため、研修内容の充

実・多様化に努め、職員の職務遂行能力向上を

図ってまいります。

　介護サービスの平準化、であります。低所得

者への支援については社会福祉法人と連携し、

事業実施法人の増加に取り組む等、社会福祉法

人による生計困難者に対する利用者負担額軽減

制度事業等の充実を図ってまいります。また、

被保険者や介護支援専門員、介護サービス事業

者等への周知活動を更に強化し、低所得者の介

護サービス利用促進に取り組んでまいります。

離島等市町村に対する支援については、被保険

者が必要なサービスを受けられるよう引き続き

沖縄県や構成市町村、サービス事業者と連携し

て離島等支援事業を実施し、介護サービスの確

保に取り組んでまいります。介護保険料につい

ては設立当初から３ランク制度を採用しており

ましたが、令和６年度からの第９期介護保険事

業計画で介護保険料均一賦課が開始予定されて

いることを踏まえ、介護サービスの平準化につ

いて地域支援事業の充実や同事業推進員による

市町村支援を強化する等、スムーズに移行でき

るよう引き続き取り組んでまいります。

　情報等の周知について、であります。介護保

険制度への理解を促すため広報誌の紙面を増や

し、介護保険制度を分かりやすく伝え市町村の

取り組みを紹介する等紙面の充実に努め、ホー

ムページを通じてリアルタイムで様々な情報を

公開しております。ホームページについてはこ

れまでに実施したリニューアルで被保険者や家

族、介護サービス事業者等の利便性や操作性を

向上させた他、令和４年度には電子版広報誌「ひ

じゃばしだより」や市町村の地域支援事業の取

り組みを紹介するブログ、地域における取組実

践事例集をホームページ上に掲載開始したとこ

ろであり、引き続き内容の充実に努めてまいり

ます。

　結びに。以上、令和５年度の主な施策につい

て申し上げましたが限られた財源の中でこれま

での評価事業等を踏まえ、①共生社会の実現に

向けて、②地域包括ケアシステムの深化・推

進、③地域支援事業の推進、④介護・介護予防

サービスの基盤の整備、⑤介護保険事業の適正

化、⑥介護サービスの平準化の６つの基本方針

に基づき、予算を編成し一般会計の歳入歳出予

算総額が 16 億 6,382 万円、特別会計の歳入歳

出予算額が 371 億 456 万 1,000 円となっており

ます。新型コロナ感染症の対策が日常となって

から３年が経過し、今後も国の動向を注視しつ

つコロナ禍からの経済社会活動の回復を見据え

た上で基本方針に基づいた介護保険事業に取り

組んでいく所存でございますが、その先行きは

依然として見通せない状況となっております。

しかしながら介護保険事業の停滞は、被保険者

へのサービス提供や生活にも悪影響が出ること

から引き続き感染症対策に留意しつつ、住民の

皆さんの多様化する介護ニーズに迅速かつ的確

に対応すべく積極的に事業を推進し、常に業務

体制の見直しや財政の効率化・効果的運営を図

りながら介護保険事業の健全運営に努めると共

に、丁寧な分析を心掛け構成市町村と連携し沖

縄県介護保険広域連合の目標達成に全力をあげ

て努めてまいります。議員の皆様には今後もご

理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ、

令和５年度の施政方針といたします。

　令和５年２月 10 日　沖縄県介護保険広域連

合　連合長　當山宏。よろしくお願いいたしま

す。

〇議長　花城勝男　これで広域連合長の施政方

針を終わります。
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　日程第５　一括方式にて一般質問を行いま

す。発言の時間について申し上げます。本日の

一般質問についての発言は、同一議員につき

15 分以内とします。また、質問する議員・答

弁する執行部は、議長に手を挙げて議長に意思

表示をお願いします。再質問の場合も、議長に

意思表示をよろしくお願いいたします。

　順次発言を許します。１８番　永山清和議

員。永山議員。

〇１８番　永山清和　皆さんおはようございま

す。八重瀬町議会議員の永山清和と申します。

一般質問通告書に基づき行います。

　質問事項１、令和６年４月からの介護保険料

の均一賦課について。質問要旨として、現在の

介護保険料のランクごとの額の決定方法はどの

ように行っているのか。（２）これまでの賦課

方式ができた理由は。（３）介護保険料を均一

賦課にする根拠は。（４）均一賦課ではなく２

ランクにする、という案はなかったのか。次、

介護保険料を均一賦課にすることによるこれか

らの対応はどのように。次です、時期介護保険

料の確定時期とその周知はどのように行うの

か。

　質問事項２です。全国一高いと言われている

介護保険料への対策は。沖縄県は介護保険料が

全国一高いというが、介護広域としての対策は

どのように行うのか。

　３です。第１号被保険者１人当たり給付月額

の全国と沖縄県介護保険広域連合との比較につ

いて。広報誌第 22 号に掲載されている給付月

額費の比較によると、通所介護が全国に比べて

突出して多いが、その対策はどのように行うの

か。

　４です。先進地への視察研修制度も企画する

べきだと考える。市町村職員の人事異動は３年

から５年で行われ、そのような中で介護保険事

業を進めることは大変難しいと考える。介護保

険事業をより伸展させるためには、市町村職員

の緊密な交流、例えば先進地への視察研修を通

してお互いを知るということが必要かと考えて

おります。介護広域としてそのような企画はな

いのか、お伺いいたします。以上、再質問は自

席から行います。よろしくお願いします。

〇議長　花城勝男　答弁を求めます。事務局

長。

〇事務局長　金城博文　それでは、永山議員か

らの質問１、（１）から（６）に（１）につい

て順次お答えいたします。

　（１）についてお答えいたします。現計画に

おけるランクごとの保険料算定は高齢者人口実

績データに基づき、コーホート変化率法を用い

て高齢者人口推定値を算出いたします。次に、

要支援・要介護認定者数の推計、介護サービス

見込み額の推計等から総給付費を算出いたし

ます。総給付費の 23％が第１号保険料となり、

それを構成市町村ごとに算出するのですがこう

すると地域ごとに格差が生じてしまうため、３

ランクに分けた保険料の設定を行っておりま

す。そのために平均的な月額保険料を算出し、

それに近い集団の市町村を２ランク、それより

安い集団の市町村を１ランク、高い集団の市町

村を３ランクというふうに分け、保険料額につ

いてはそれぞれランク内における「加重平均

額」を算出して、ランクごとの保険料を決定し

ております。

　（２）についてお答えいたします。介護保険

広域連合設立当初から保険料については地域間

格差が生じていたため、３ランク制による保険

料不均一賦課を実施してきました。ただし、介

護保険料は１保険者１保険料が原則であり、こ

れまでは経過的な措置として概ね５、６年とし

て厚労省から認められてきました。



－ 51－

　（３）についてお答えいたします。不均一賦

課はあくまでも計画的な措置であり、また１ラ

ンクと３ランクの保険料の差が縮まっているこ

とからこのタイミングで均一賦課を開始したい

と考えております。

　（４）についてお答えいたします。広域連合

としまして、１保険者１保険料が原則であるた

めすぐに均一賦課ではなく、３ランクから２ラ

ンク、２ランクから一本化というような段階的

な設定をする、という案はございませんでし

た。

　（５）についてお答えいたします。広域連合

として介護保険料を均一賦課とするという対応

を具体的にどうするか、これから進めてまいり

ます。本年度中にプロジェクトチームを立ちあ

げ、均一賦課に向けた広域連合の取り組みにつ

いて検討してまいります。

　（６）についてお答えいたします。保険料の

確定時期は令和６年２月を予定しています。た

だし、確定時期が遅いと指摘があったため概算

の保険料について提示できないか検討している

ところです。均一賦課についての周知は年２回

発行している広域連合の広報誌や、ホームペー

ジ等も活用し継続して周知してまいります。ま

た、構成市町村と連携して市町村広報誌やホー

ムページへの掲載も依頼し、均一賦課に対する

住民向けパンフレットでの周知も図ってまいり

ます。

　２の（１）についてお答えいたします。第一

に介護予防の推進が挙げられます。高齢になっ

ても自立し、活動的な生活を続けられるよう住

民主体の通いの場を中心とした介護予防事業を

推し進めることが重要です。また、住民による

互助を基本とした地域の支えあい活動の充実を

目的とした生活支援体制整備事業もあわせて、

地域で高齢者を支える仕組みを強化することに

よって、介護保険サービスだけに頼らない支援

体制を構築していきます。第二に介護給付の適

正化が挙げられます。不適切な給付を削減しな

がら利用者に対する適切な介護サービスを確保

し、介護保険の信頼性を高め、介護給付費や介

護保険料の増大を抑制することで持続可能な介

護保険制度を構築していきます。その他の介護

保険料抑制に向けた対策についてはプロジェク

トチームで取り組んでまいります。以上でござ

います。

〇議長　花城勝男　業務課長。

〇業務課長　比嘉利季子　３. 第１号被保険者

一人当たり給付月額の全国と沖縄県介護保険広

域連合の比較について。広報誌第 22 号に掲載

されている給付月額費の比較によると、通所介

護が全国に比べて突出して多いがその対策はど

のように行うのか、についてお答えいたしま

す。通所介護サービスの費用が他のサービスに

比べて突出して多い状況は認識しております。

現在の状況は被保険者や家族がサービスを選択

した結果となり、多い理由はそれだけ要求があ

ることになります。介護保険のサービスは被保

険者や家族が事業者と契約を交わすことで開始

されます。対策といたしましては、サービスを

開始する時はもちろん、介護保険サービスの種

類や介護保険予防サービスの種類、公民館等地

域で行われているサービスについて通所介護

サービス以外でも様々なサービスがあることを

市町村と連携して今以上に周知する必要がある

と考えております。また、地域での自主サーク

ル・通いの場を増やしていくことも喫緊の課題

となっております。

〇議長　花城勝男　総務課長。

〇総務課長　豊見本勝　４についてお答えしま

す。広域連合では現在先進地への視察研修を実

施しておりませんが、構成市町村の担当課長会
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議等で市町村からの要望を確認し、今後研修制

度について研究してまいります。

〇議長　花城勝男　永山議員。

〇１８番　永山清和　再質問を行います。昨日

の研修会でもある程度お話させていただいたの

でちょっと省きたいと思いますが、一般質問が

15 分、年に２回しかないとのことでこれだけ

たくさん出したんですけども、昨日の研修であ

る程度把握できたので省きます。

　特に３番についてなんですけども、通所介護

が全国に比べて多いということなんですけど

も。当然地元に、地域にそういう通いの場が

あればサービスをあまり使わなくてもいいか

な、というところもあって、ちょっと私が社協

に出向していた関係で地域の通いの場に通って

いた人達の話を聞くと、あれが行っている所な

ら私も行く、みたいな感じのサービスの選び方

をしている人もだいぶいるなぁというのがあっ

て、そうすると結局は行ってる方々もどんど

んそこに吸い込まれていくような施設サービ

ス・デイサービスを使ってる方が多いなぁとい

う感じがしたんですけども。言い方を変えれば

逆を考えれば地域の繋がりが薄くなってきてい

る、というのが大変多くてですね。皆さんそこ

で居場所がない、そういう関係が多いのかなと

感じたところであります。それから４番なんで

すけど、昨日もお話させていただいたんですけ

どもやっぱり市町村の職員というのは業務を兼

任しながら介護保険事業を進めている関係上で

すね、どうしてもマンパワーが足りないという

ところもあって、そのマンパワー不足をどこで

補うか、というところからするとお互いの市町

村同士皆さんのところでどんな取り組みをして

いるのか、とかそういう方向感の場を設けて頂

くだけでも全然自分の市町村が進んでるのか遅

れてるのか、あるいはこういうことが取り組め

たらなぁというのがあってですね。「百聞は一

見に如かず」だと思うんですよね、色んな形で

モデル事業とかもありはするんですが、やっぱ

り先進地の場を見てお互い知り合いになって、

みたいな形で自分の市町村でも取り組めるとい

うようなことが出来ればなぁというのがあるん

です。そういうことが総務課長の方で研修制度

も検討するような方向で話があったんですけど

も、是非そこのところは今年度の予算で組まれ

てるかどうかは分からないですけども、取り組

んでいただきたいという思いであります。国の

方でも、孤独とか孤立とかそういう対策事業、

そういう担当大臣もいる位です。今後そうやっ

て地域で孤独化していく・孤立化していくよう

な高齢者がどんどん増えていくというのが見え

てるからこそ、推測できるからこそそういう担

当大臣も事業対策もあるわけです。それに対し

て私たちももっと目の前数年先じゃなくもっと

５年後、10 年後あるいは 15 年後、20 年後の考

え方をしないと、全然間に合わないと思うんで

すよね。急いで対応しないといけない、という

ことだと思うんですよ。そこでもう少し視点を

前に持っていって、そういう事業の展開の仕方

をしていただきたいなぁと思います。市町村の

職員も介護広域の職員もですね、本当に３年か

ら５年でどんどん入れ替わっていく、そして前

に中々事業が進まないことがありえますので、

そういう研修制度もそういうことをやっていた

だくことで地域の福祉もどんどん進んでいくん

じゃないかなと思います。是非、もう少し先を

見据えた事業展開をしていただきたいと。以上

です。再質問というよりはですね、こういう要

望という形で終わります。以上です。ありがと

うございました。

〇議長　花城勝男　これで永山議員の質問を終

わります。

　続きまして２４番　西田吉之介議員。
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〇２４番　西田吉之介　おはようございます。

よろしくお願いします。座間味村議会議員の西

田吉之介といいます。質問事項ですね、早速い

きたいと思います。

　ITX または DX（デジタルトランスフォーメー

ション）についてお伺いします。これまでの介

護保険サービス及び介護予防事業等において、

ＩＴの技術や DX の技術等新しい技術を取り入

れた経緯はありますでしょうか。お願いしま

す。

〇議長　花城勝男　総務課長。

〇総務課長　豊見本勝　ただいまの西田議員の

ご質問についてお答えします。

　当広域連合では直接介護保険サービスや介護

予防事業を実施してないため、広域連合で新し

い技術を取り入れた経緯はありません。他保険

者の取り組み状況を参考に今後検討したいと思

います。　

〇議長　花城勝男　西田議員。

〇２４番　西田吉之介　ありがとうございま

す。私の方も先程の永山議員同様、再質問とい

う形ではなく提案という形で少しお話します。

誤解がないようにちょっとここだけ確認したい

んですけども、私の方も広域連合の方は何か新

しい取り組みとかをつくって各連合の市町村

に「こういうことできますよ」という流れだと

思ったので、この質問を挙げました。だけど昨

日の勉強の後のお話で、こういう取り組みは各

市町村からの要望を吸い上げてそれを実施する

という形です、とのことだったのでちょっと勘

違いをしていましたので失礼しました。それを

踏まえてですね、施政方針にも先程ありました

ように介護の予防事業、これが恐らく今後とて

も鍵になるかなというふうに強く思ってます。

たまたまですね、浦添メイクマンの向かいに新

しくビルが建ちまして、そこに SCSK さんとい

う会社が入ってます。今沖縄県が首里城復興を

進める上で新しい AI とか DX を取り入れた復興

をしていく、ということで入ってきてる会社で

す。そこの２階がですね、実際ちょっとどうい

うものなのか、僕も IT とか DX について詳しく

ないので実際に行ってみたら本当に VR の体験

だとか、ホログラミング、目の前に３D の映像

が出てきたりとか。あと各種センサー、運動セ

ンサー・モニターセンサーを使って交通渋滞を

解消するとか、もう本当に近未来なモノが体験

できるところでして。そこで観光業以外に介護

事業でこういうサービス・こういう技術を取り

入れていきたいと思うんですけど、という話を

したら SCSK さんの方も今までそういう事例が

ないので是非取り組んでいきたいと。そこでノ

ウハウをつくったのを、また僕たちも展開して

いきたいですというふうにお答え頂きました。

実際にじゃあどうやって取り入れるかというと

ころなんですけど、例えばまだ僕も分からない

ので皆さんのアイデアも必要だと思うんですけ

ど、今日歩いて来られた廊下、そこにモニター

センサーを設置して皆さん何気なく歩いてます

けど、そこで皆さんの歩幅とか姿勢・歩くスピー

ド・腕の振り方、全部モーションキャプチャー

でデータ化して「今あなたは太ももの筋肉が

弱ってますよ」とか「猫背になってるので肩回

りが弱ってますよ」とかいうデータが取れるん

ですね。それをすることで中々地域で運動教室

を開いても俺はまだ行きたくない、とかまだま

だ元気だから大丈夫、という形で早めにそう

いった運動教室に参加させたいんだけども中々

出てきてくれない、そういう方にピンポイント

で今日足の教室があるから行こう、とか客観的

に物事を見て自分の身体の健康状態を見てもら

う、で参加率を高める。そういうのに使えない
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かなと思いますし、また例えばこっちにある保

険者機能強化推進交付金。これは広域連合含め

ポイント化されてる、ということなので例えば

地域で運動教室に参加する人の割合が増えた、

それをポイント化して広域連合で例えば水準を

超えた場合、これは島の 70 代の女性の話なん

ですけども、引退した演歌歌手氷川〇〇さんが

とても大好きで「運動教室に 10 回行ったらそ

の方のライブ観れる、と言ったら行く？」と聞

いたら「もちろん行く」と。ちょっとワクワク

するような取り組みを繋ぐことでライブをして

頂いたりとか、そこで各市町村の名前を言って

もらうとか。そういう楽しい介護予防事業がつ

くれていけたらと思いまして、この質問をしま

した。ちょっと長々と喋って申し訳ありません

が、是非こういうのも活用していけたらと思い

ますのでよろしくお願いします。

〇議長　花城勝男　これで西田議員の質問を終

わります。

　続きまして、２１番　玉城陽平議員。

〇２１番　玉城陽平　南風原町議会議員の玉城

陽平と申します。先程の DX の話と関わるとこ

ろではあるんですけども、私の方からまた DX

に関する一般質問の方を述べさせていただきた

いと思います。

　質問事項、広域連合における DX の取り組み

を問う。質問要旨として（１）から（４）まで

用意してあります。

　（１）DX の取り組みを進めるための組織体制

はどのようになっているか。

　（２）DX を進めるための機運の醸成や職員の

スキル育成のための研修はどのようなものが行

われてきており、今後はどのように行っていく

のか。

　（３）AI や RPA の活用を含むデジタル技術を

用いた業務効率化の取り組みはどのように進ん

でいるか。

　（４）統計、施設情報、サービス一覧等の介

護保険関連情報のオープンデータ化は、これは

今後どのように進めていくか。

　答弁よろしくお願いします。

〇議長　花城勝男　答弁を求めます。総務課

長。

〇総務課長　豊見本勝　（１）についてお答え

します。DX の取り組みを進めるための組織体

制としては、現在総務課総務係において電算シ

ステム管理や庁舎管理担当の職員１名が兼務で

担当しております。DX の取り組みの内、行政

手続きのオンライン化については関連する課の

職員でプロジェクトチームを立ち上げ全庁的な

体制で進めており、今後も必要に応じてプロ

ジェクトチームを立ち上げた上で進めていきた

いと思います。

　（２）、（３）についてまとめてお答えしたい

と思います。広域連合として DX を進めるため

の職員のスキル育成のための研修、AI や RPA

の活用を含むデジタル技術を用いた業務効率化

の取り組みについては現在のところ実施してお

らず、全庁的に DX を進めるための機運醸成は

図られていません。今後どのように進めていく

か構成市町村や他保険者の取り組み状況を参考

に検討したいと思います。

　（４）についてお答えします。オープンデー

タへの取り組みについては国民参加、官民協働

の推進を通じた諸課題の解決、経済活性化、行

政の高度化、効率化等が期待されていることか

ら他保険者のオープンデータを参考に、まずは

介護サービス事業所一覧や高齢者数、要介護認

定者数といった情報をホームページ等で掲載し

ていきたいと考えております。

〇議長　花城勝男　玉城議員。
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〇２１番　玉城陽平　順次、再質問していきた

いと思います。

　総務省の方からも自治体のデジタルトランス

フォーメーション、DX の推進計画というもの

が出されていて、各市町村の方でそれぞれ進め

られてる。そういった状態に今あると思ってい

まして、広域連合ではそれがどのように進んで

いるのか、ということが気になって今回質問し

たような形になっています。一つ目のところ、

組織体制に関してなんですけれども、DX の取

り組みを進めていく、ということ自体が現在業

務を進めていく上で負荷が大きいもの、業務の

負荷が大きくなってマンパワーを割かなきゃい

けないもの、そういったものを効率化していく

ことによって一つ一つの業務のかける時間だっ

たりだとか、人手だったりとかそういったとこ

ろを削減していく効果がある、まずそういうふ

うに考えております。そういったところから考

えると現状のところ電算係、総務係の中で電算

の１名というのが非常に心許ない状況なんじゃ

ないか、というふうに感じるわけですね。自治

体の DX 推進計画の方でも組織を強化していく

ですとか、横断的な仕組みをつくっていく、そ

ういうことも提言されておりますし、それから

これまでの一般的な情報システムを整備するよ

うな情報処理だとか電算、そういったものとこ

の DX の取り組みは少し異質なもので、業務自

体の改善も含むものである。だから DX に関す

る組織をまた別個作っていくということ自体も

必要じゃないか、ということも総務省の DX 推

進計画の方で謳われておりまして、それぞれの

市町村でも作っていくような形が今進んでいる

と思ってるんですね。なので、広域連合の方で

もそういった DX に取り組んでいくような組織

体制を強化していったりだとか、そういった

DX に関する専門の組織を作っていく、という

ことも必要なんじゃないか、というふうに考え

てるんですけれども、どのように考えているか

お聞かせ下さい。

〇議長　花城勝男　答弁を求めます。総務課

長。

〇総務課長　豊見本勝　玉城議員の再質問にお

答えします。現在は、職員１名が電算システム

管理や庁舎管理担当の職員として兼務で担当し

ておりますが、今後自治体の情報システムの標

準化・共通化を AI や RPA の利用促進とかを進

めていく必要がありますので、DX 担当の専任

職員の配置も含めて検討していきたいと思って

おります。以上です。

〇議長　花城勝男　玉城議員。

〇２１番　玉城陽平　今後検討していく、とい

うことで少しずつにはなると思うんですけれど

もこの体制が進んでいく、ということが今確認

できたかなと思っております。そういったもの

を進めていく上で（２）に挙げたような、組織

全体として DX に取り組んでいって業務効率化

を図っていくんだ、そのことによって住民の利

便性、それから市町村の連携を高めていくん

だ、そういった雰囲気を作っていくということ

が非常に大事で、そういったものを機運醸成と

いうふうに呼んでるわけですね。それを進めて

いく中でモチベーション上がっていくというこ

とだけではなくて、実際先程お話があったよう

に具体的にどういうところからこの DX の取り

組みを入れていけばいいのか、どういった業務

が上手く改善することが出来るのか、そういっ

た具体的な検討が今後入ってくると思うんです

けど、そのためには職員一人一人がそもそも

DX って何なのかとか、それからそもそもどう

いうツールがあるのか、業務改善のプロセスっ

ていうのはどんなことが必要なのか、そういう
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ことを理解していくためのそういった研修自体

も必要だと思ってるんですね。なので今後のこ

の研修、こういったものはどのように考えてい

るかということもお聞かせ下さい。

〇議長　花城勝男　答弁を求めます。総務課

長。

〇総務課長　豊見本勝　再質問にお答えいたし

ます。今後ですね、どのように機運醸成や職員

のスキル育成ですね、全庁的な体制というもの

がやはり必要になってくると思いますので、そ

ういったスキル育成のための研修ですね、それ

のための情報収集や他保険者の事例等を踏まえ

ですね、今後検討していきたいと思っておりま

す。

〇議長　花城勝男　玉城議員。

〇２１番　玉城陽平　今後検討していただける

ということだったんですけれども、すでに総務

省の方からも様々な資料の方が出てはいるんで

すね。他の市町村の方でどういった体制でそれ

を進めているのか、ですとかあるいは J-LIS で

すとか市町村アカデミーの方でもすでに研修の

方も色々情報は出ているんですね。なので、必

要な情報自体はある程度すでに出てきているも

のは多いと思っていますので、まずはそれを職

員の中に共有していくということと、それから

それぞれの職員の皆さんの中でもやっぱりスキ

ルの差、というか理解の差も存在すると思いま

すし、課長クラスならどういうことを学ばな

きゃいけないのかとか、実際の現場の業務で回

している人はどういうことを学ばないといけな

いのかとか、そういった職務レベルでの学ぶべ

きことも違ってくると思うんですね。それぞれ

のスキルによって学ぶことが違う、ということ

と職務のレベルによって学ぶことが違う、両方

ともあると思っています。そういったものに対

してじゃあどういう段階でどういうことを学ぶ

必要があるのか、ということに関する資料もあ

る程度出ているんですね。なので、そういう情

報を共有していくっていうことと、そういった

学んでいくプロセスカリキュラムを作ってい

く、そういったことも非常に大事だと思ってる

んです。こちらの方はいかがでしょうか。

〇議長　花城勝男　答弁を求めます。総務課

長。

〇総務課長　豊見本勝　再質問にお答えしま

す。議員がおっしゃるように、市町村アカデミー

や地方公共団体情報システム機構 J-LIS の研修

等があるっていうのはこちらの方でも承知はし

ておりますが、現在、そういった活用というの

がまだ現在行われていませんので、職員のスキ

ルに応じたものをしっかり今後チーム等を立ち

上げて、検討して共有しながら検討していきた

いと思いますのでそういった対応をしていきた

いと思っております。以上です。

〇議長　花城勝男　玉城議員。

〇２１番　玉城陽平　今後の検討ということで

回答いただきましたので、これからどういう形

でつくっていくことができるのか、あるいはそ

れに対して私の方からも様々な提案が今後もで

きれば、というふうに思っております。それか

ら個々人の職員の皆様がそういった形での研

修・学びを進めていくためにインセンティブの

設計も大事だと思ってるんですね。金銭的な部

分もそうですし、それがちゃんと人事評価にも

ちゃんと加算されるですとか、そういった組織

全体としても個々の職員がデジタル化を進めて

いくための学びのモチベーションが沸いていく

ような仕組み、そういったものも必要だと思っ
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てるんですけどこちらはいかがですか。

〇議長　花城勝男　総務課長。

〇総務課長　豊見本勝　この辺りについてはで

すね、構成市町村の状況や他保険者の状況等を

確認しながら、調査・研究をしていきたいと思

います。以上です。

〇議長　花城勝男　玉城議員。

〇２１番　玉城陽平　この辺りも含めて今後進

めていく、そのためにも検討していく、という

段階であるということは理解しましたのでこれ

から一緒に頑張っていければ、と思ってますの

でよろしくお願いします。

　（３）の方の再質問に移っていきたいと思っ

ています。行政手続きのオンライン化の方、

（１）の回答の方でもあったと思うんですけれ

ども、総務省の方で介護関連のもので 11 の手

続きが確か出されていたと思います。それぞれ

各市町村の方でも連携しながら進めていってる

ような状況もあると思っています。その他の方

でホームページにて確認するとそれぞれの総務

課ですとか業務課ですとか、それぞれのところ

での手続きあるいは申請書等そういったものも

掲載されておりました。総務省の方で出してい

る、進めることが必要であるという 11 の項目

以外にもこういった広域連合の業務の中で処理

件数が多くて住民の利便性も向上、それから業

務の効率化、これが進んでいくようなその他の

行政手続きについてのオンライン化も進めてい

くことが必要だと思うんですけども、こちらい

かがですか。

〇議長　花城勝男　総務課長。

〇総務課長　豊見本勝　再質問にお答えしま

す。現在は、介護保険関係の 11 手続きについ

てオンライン化の準備ができた市町村から令和

５年４月１日から開始できるように進めている

ところでございます。今後、介護保険の 11 手

続き以外に、まず 11 手続きを進めた上で今後

の検討をしていきたいと思います。以上です。

〇議長　花城勝男　玉城議員。

〇２１番　玉城陽平　一旦まずは必須の介護関

係の 11 項目の方からまずは進めていって、そ

の他のところも今後検討していくという形にな

る、という答弁だったと思うんですけれども、

こういった手続きそのものも一つずつオンライ

ンで変えていくことによって職員の皆様の負担

もどんどん減っていくものと思いますし、住民

の利便性の向上にも繋がるものだと理解してお

りますので、こちらこれからになるとは思うん

ですけれども一緒に考えていきながら進めてい

ければいいなと思っております。

　その他細かなところにはなるんですけれど

も、例えば申請の中での押印の見直しですとか

職員の皆様の業務改善のためのチャットツール

ですとか、そういったグループウェアの活用等

こういったところでの普段の業務の中での改善

はどういったものが進んでいるのか、というこ

とをお聞きしたいです。

〇議長　花城勝男　総務課長。

〇総務課長　豊見本勝　再質問にお答えしま

す。現在チャットツールの方まだ現在開始して

おりませんが、申請書の押印見直しについてで

すね、介護保険に限らず申請書について、令和

３年度より順次押印見直しを行っております。

以上です。

〇議長　花城勝男　玉城議員。
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〇２１番　玉城陽平　押印見直しの方が進ん

でる、ということで喜ばしく思います。すで

に民間の企業の中では Microsoft の Teams です

とか、様々な業務改善のためのツールがすでに

入っておりまして、メールで連絡する、という

こと自体がすでに不可になっていたりするんで

すね。これからの業務を改善して進めていく上

でも民間の手法等も参考にしながら、あとは行

政特有のセキュリティの対策、３層のセキュリ

ティの対策ですとかそういったものがあるとは

思うんですけれども、民間の手法等も学びなが

ら、今だと LoGo チャットですかね、那覇市さ

んですとか、様々なところでも導入が進んでる

と思うんですけれども、そういったものを入

れていくことで関連するオンラインの手続き、

LoGo フォームですかね、そういったものがす

でに入っているところもたくさんあると思いま

すので、そういった推進事例を学びながら、そ

れぞれの市町村から取り組みの状況を聞きなが

ら是非ここも進めていってほしいと思っており

ます。

　（４）のオープンデータの取り組みの方に進

みたいと思います。まず、オープンデータって

そもそも何か、ていうことを確認しておきたい

んですけれども、オープンデータこれは総務省

の方がオープンデータ基本指針というもので出

しておりまして、まず一つ目の条件としてパソ

コンに読み取りやすい形式のデータになってい

ること。そうじゃないものの、具体的なものと

は PDF ですね。人間が読みやすいような形で準

備されているもの、こういったものではなくて

パソコンが読み取りやすいもの。総務省の方で

五つ星のランクがつけられておりまして、非

常に手軽なところでいくと PDF 出力する前に

Word ですとか、Excel ですとかそういったもの

で準備してるものがあると思いますので、そう

いったものもあわせて出していきましょう、と

いうことが一つすぐにでもできそうなところで

すね。これはただの Excel の中でもデータベー

スの形式ですとか、そういった形式の方があり

ますのでその形に沿った形で出力されてる、と

かってなるともうちょっと使いやすくなるんで

すね。Excel だと Microsoft のサービスを入れ

ている人たちが使う、という状況になってしま

うので、各々の持っているデバイスに依存して

しまうという状況が発生してしまう、というと

ころからそれを乗り越えるためにいわゆる CSV

と呼ばれるようなデバイスによらないような形

で出力するとか、そういった形でパソコンに読

みやすい形式の出力をしていく。広報誌の方も

例えばテキストでまず出されている、といっ

たことがあればパソコンの読み上げ機能、こ

ういったものが使いやすくなるので。例えば

視覚に障害がある方が広報誌の情報を知りた

い、となった時に印刷を前提としているよう

な PDF の形式ではなくてテキストの形で出てい

る方が画面読み機能で全部把握することができ

る、そういったこともありうるわけですね。す

でに Google 翻訳等もありますので、例えば日

本語を母語にしないような海外にルーツをもつ

ような方々もパソコンの翻訳機能を使うことで

読む、ということが非常に簡単になる。そのた

めには人間が読みやすい PDF、この段階ではな

くてちゃんとテキスト形式で出力されている、

そういったことが必要になってくるわけですよ

ね。広報のテキスト化、こういったものは福岡

県とか福岡市さんとかこれが非常に進んでいた

と思いますので、そういったものを参考にして

いきながらそういうところを整えていくことが

できるんじゃないか、と思っております。オー

プンデータの定義一つ目が先程申し上げたパソ

コンに取り込みやすいそういった形式のデータ

になっていること、ですね。もう一つが主要な

ルールが公開されていること、いわゆるクリエ

イティブ・コモンズ・ライセンス、というふう
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に呼ばれるものがあるんですけれども、CC　BY

とかそういったものが書かれているものです

ね。これを活用する際にはどこのデータから

引っ張ってきたのか、引用元を明らかにして下

さい、そういったことが記されているわけです

ね。広域連合のホームページの方を確認してみ

ますと、すでに Excel で様々なものが公開され

ている、しかもそれが毎月毎月ちゃんと出てい

る、ということも確認しておりましてそういっ

たものに関しては進んでいるな、と僭越ながら

個人的には感じておりました。ただそれをどう

いうふうに使うことが許されているのか、てい

うことが分かりにくいっていうことがあるので

そういったクリエイティブ・コモンズ、これを

つけてほしい、無償で利用できるということを

見せてほしい、そういったものを考えているん

ですけれどもこういったところに関してどのよ

うに考えているかお聞かせ下さい。

〇議長　花城勝男　答弁を求めます。総務課

長。

〇総務課長　豊見本勝　再質問にお答えしま

す。議員がおっしゃるようにですね、現在は統

計資料等を Excel 等で公開しておりますが、今

後オープンデータのルールに基づいたものを

しっかり取り決めして、随時公開を進めていき

たいと思っております。以上です。

〇議長　花城勝男　玉城議員。

〇２１番　玉城陽平　今後進めていく、という

ことでよろしくお願いします。それからですね

ホームページの方確認すると、先程答弁の中で

介護サービスの事業所一覧、こういった総務省

の方で推奨データセットとして掲げられてるも

のもまずは進めていく、という話があったと思

うんですけれどもそれ以外にも介護事業所、で

すとか生活関連情報、これが検索できるように

確かすでになってますよね。ということはその

後ろ側にデータがあるはずなんですよね。なの

でまずそれを出していく、ということだけでも

様々なオープンデータが利用可能な形が進んで

いくと考えております。それからですね、直接

広域連合の業務ではないと思うんですけれど

も、こういった形で南部在宅医療介護支援セン

ター等が利用できる資源についてもすでに出し

ているわけですよね。なのでこういったもの

をどんどんオープンデータとして出していこ

う、ということを是非広域連合の方からも訴え

ていってほしい、そういうふうに思っておりま

す。こちらはいかがですか。

〇議長　花城勝男　総務課長。

〇総務課長　豊見本勝　住民が利用しやすいよ

うにですね、こういったものもどんどん取り上

げていきたいと思います。以上です。

〇議長　花城勝男　玉城議員。

〇２１番　玉城陽平　どんどん取り上げてい

く、ということで非常に心強く思っておりま

す。残り時間ちょっと少なくはなってくるんで

すけれども、あとこのデータを出していく段階

で現時点でどのようなデータが出されているの

か、ということに関する公開されているデータ

の整理、ということをしてほしいんですね。ど

うしても今のままだと Excel のファイルを開か

ないと何が入ってるか分からない、そういう状

況ではなくてこの中で何を公開しています、と

いうことを載せてほしい。それから各々のデー

タに、これってそもそもどういうデータなんで

すよ、とメタデータと呼ばれるようなデータに

関する説明、これも入れていってほしいんです

ね。こちらいかがですか。



－ 60－

〇議長　花城勝男　総務課長。

〇総務課長　豊見本勝　再質問にお答えしま

す。議員がおっしゃるようにですね、公開でき

るものに対する説明とか、そういったものを

しっかり載せて対応していきたいと思います。

以上です。

〇議長　花城勝男　玉城議員。

〇２１番　玉城陽平　ありがとうございます。

このオープンデータを出していくっていうこと

で住民の利便性が高まっていく、ていうところ

があったと思うんですけれども、宜野湾市さん

の方でも「シビックテックによる市民協働まち

づくり」というものを進めてまして、そういっ

たデータがどんどん出てくることによって、課

題の当事者である住民たちが自分の課題解決の

ためアプリケーションを開発していくとか、そ

ういったものがすでに進んでいってるんです

ね。そのための環境整備としてまずはデータが

出ていないと話にならない、という状況なんで

すよ。このデータを整備するのにも時間がかか

る、アプリケーションをつくる中でもその時間

の８割位がデータ・データの整備、あるいはデー

タをちゃんと加工して使いやすい形にする。な

ので住民と協働しながらこの地域福祉、あるい

は介護に関するこういった高齢者の福祉を進め

ていくためにもまずはどんどんデータを出して

いって住民と一緒にこれを進めていくんだ、そ

ういうふうな機運を是非つくっていただきたい

と思ってるんですね。そのためにはそもそも

データが出しやすいようにこの組織全体の中の

デジタル化を進めていく、その中で出てくる

データをどんどん公開していって住民の力を借

りながら協働を進めていく、そういうふうな体

制が必要だと思っております。こちらどのよう

に考えますか。

〇議長　花城勝男　答弁を求めます。総務課

長。

〇総務課長　豊見本勝　アプリ等ですね、シ

ビックテックかつ宜野湾市さんがされている、

ということでしたのでそういったものも参考に

しながら、住民の皆さんが利用しやすいように

こちらも対応を検討していきたいと思います。

以上です。

〇議長　花城勝男　玉城議員。

〇２１番　玉城陽平　もう時間がないと思いま

すので、ここまでにしたいと思います。ありが

とうございました。

〇議長　花城勝男　これで玉城陽平議員の質問

を終わりたいと思います。

　しばらく休憩します。11 時 20 分から再開し

ます。

　　休　憩　（午前 11 時 12 分）

　　～～～～～～～～～～～～～

　　再　開　（午前 11 時 20 分）

〇議長　花城勝男　一般質問を続けます。

　１３番　新垣議員。

〇１３番　新垣千秋　北谷町議会議員新垣千秋

です。どうぞよろしくお願いします。

　質問事項１　介護サービスについて。質問要

旨（１）要支援・要介護に認定される要件と申

請から認定までの期間、申請件数、認定件数、

認定率を伺います。

　（２）要支援１・２と要介護１から５につい

て、介護保険制度がスタートした 2000 年から
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の改正内容を伺います。

　（３）介護施設等の充足率を伺います。

　質問事項２　介護保険料について。質問要

旨（１）令和６年度から介護保険料の均一賦課

が開始されますが、保険料と値上げ額を伺いま

す。

　（２）ランク１から３に分けていた経緯を伺

います。

　（３）保険料のこれまでの推移と今後の予定

を伺います。

　（４）国の負担金の推移を伺います。

　質問事項３　少子高齢化社会について。（１）

施設や介護サービス、保険料等今後の対策や施

策等を伺います。

　以上、再質問は自席にて伺います。

〇議長　花城勝男　答弁を求めます。認定課

長。

〇認定課長　大城朝敏　それでは新垣議員の一

般質問にお答えします。まず１番ですね、介護

サービスについて。（１）要支援・要介護に認

定される要件としましては、認定調査員が行う

認定調査の結果と主治医意見書を基に一次判定

を行います。その全ての情報を基に認定審査会

で議論を行い、その結果要介護または要支援と

認定されることが要件となります。次に、移行

については令和３年度の確定値でお答えしま

す。申請から認定までの期間は平均で 32.5 日

となります。申請件数は 8,834 件、認定件数

は非該当を除き 8,725 件、認定率については

18％となっております。

　次に、（２）についてお答えします。認定に

関するこれまでの経緯につきましては、まず平

成 12 年介護保険スタート当初は要支援と要介

護１から要介護５までの６段階に分かれており

ました。その後、要介護１の方については予防

給付の理解が得られる方については要支援２、

とすることとなり現在の要支援１と２、要介護

１から要介護５までの７段階となっておりま

す。また、認定の有効期間につきましては当初

最長が 12 月でありましたが、状態の安定して

いる方はより長い有効期間が設定できるよう改

正が行われ、現在は最長で 48 ヶ月の有効期間

が設定できることとなっております。認定につ

いては以上であります。

〇議長　花城勝男　総務課長。

〇総務課長　豊見本勝　私の方から１の（３）

と３の方についてお答えします。（３）につい

てでございますが、広域連合における施設整備

は主に地域密着型サービス基盤整備計画となっ

ており、それは市町村からの要望に基づいて計

画されております。広域連合としまして、介護

施設等の充足率の調査、把握はしておりませ

ん。

　続きまして、３についてお答えします。構成

市町村全体の人口推移予測によると、15 歳か

ら 64 歳までのいわゆる生産年齢の人口は 2010

年以降減り続けており、逆に高齢化率は上昇し

続け 2025 年には 25.8％、2040 年には 30.6％に

なると予測されています。高齢者人口は 2025

年以降後期高齢者が前期高齢者を上回ることが

予測され、認定率も高くなり介護ニーズが増々

高まり、介護費用も更に増加すると予想されて

います。広域連合としまして、令和５年度施政

方針に掲げております地域包括ケアシステムの

深化・推進、地域支援事業の推進、介護・介護

予防サービス基盤の整備、介護保険事業の適正

化、介護サービスの平準化、情報等の周知につ

いて住民の皆さんの多様化する介護ニーズに迅

速かつ的確に対応すべく積極的に事業を推進

し、業務体制の見直しや財政の効率的・効果的

運用を図りながら介護保険事業の健全運営に努

めてまいります。
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〇議長　花城勝男　事務局長。

〇事務局長　金城博文　新垣議員のご質問２

（１）から（４）まで順次答弁いたします。

　（１）についてお答えいたします。保険料に

ついては過去の給付実績、高齢者人口の伸び率

等を勘案して算出されます。できるだけ最新の

数字を用いて算出しますので、保険料の確定時

期は令和６年２月頃を予定していることから保

険料等と値上げ額は確定しておりません。概算

保険料について早めに提示できないか検討して

いるところでございます。

　（２）についてお答えいたします。広域連合

設立当初、市町村ごとの保険料に約４倍の開き

が生じていたため保険料を均一とすることが広

域化を阻害する恐れがあるとの国の判断によ

り、不均一賦課が第３期介護保険事業計画まで

の概ね６年間限定で３ランクに分けた保険料が

許容されておりましたが、その後も市町村間で

著しく均衡を欠き、格差が生じていたこと等の

理由で不均一賦課実施期間延長を繰り返し、現

計画まで踏襲されています。

　（３）についてお答えいたします。保険料に

ついては高齢者人口の動向、要介護認定率の推

移、介護保険サービス利用予測からの総給付費

を算出して保険料を設定しております。各事業

計画のランク２基準額でご説明しますと２期

4,333円、３期4,587円、４期4,556円、５期5,749

円、６期 6,101 円、第７期 6,519 円、第８期 6,800

円となっており、各期計画ごとの保険料は増加

しながら推移を続けております。今後について

は後期高齢者が 2025 年以降前期高齢者を上回

ることが予想されており、認定率の増加・介護

サービス利用者の増により、保険料は増加する

ものと考えられます。その他、設立当初の第１

号保険者の負担は 18％でしたが計画ごとに引

き上げられ、第８期では 23％となり介護保険

料上昇の一因にもなっております。第９期での

負担率については現在のところ未定となってお

ります。

　（４）についてお答えいたします。介護給付

費における公費が占める割合は 50％で、残り

50％が保険料となっております。公費のうち、

国は 25％を負担しており、それは介護保険制

度創設以来 20 年以上変動はございません。以

上でございます。

〇議長　花城勝男　新垣議員。

〇１３番　新垣千秋　それでは再質問させてい

ただきます。

　質問事項１ですね、介護サービスについてで

すが申請から認定までの期間、先程 32.5 日と

答弁いただいております。32.5 日の約１ヶ月

の間なんですが、申請された方の介護状況って

どのようになっているんでしょうか。１ヶ月は

長いんじゃないかと思うんですが。施政方針の

中で認定遅延対策を今後強化していく、という

ことがあったかと思います。どのような対策を

とっていくのか、その点伺います。

〇議長　花城勝男　認定課長。

〇認定課長　大城朝敏　再質問にお答えいたし

ます。まずは認定についてはですね、今 32.5

日ということだったんですけど、原則としては

申請から 30 日以内に認定を出す、というのが

基本となっております。今臨時的取り扱いの影

響とかもあって、かなり件数は減っていて通常

であれば遅延は出ないんじゃないか、というお

話もあるとは思うんですけども実際は認定調査

の段階ではですね、調査に行った時に実際コロ

ナにかかってしまって、例えば家族がかかって

しまって調査ができなかったり、というので結

局認定の日にちが遅くなって認定結果が出るの
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が遅れてしまう、あとはまた主治医意見書が届

かなくて、という状況もありまして今 30 日を

若干オーバーしている、という状況となってお

ります。次年度以降についてはまた認定件数が

増えていきますので、それに合わせて調査の効

率化であったり、あと審査会の簡素化と色々対

策をとりながら今後認定の遅延がないように、

進めていきたいと考えております。以上です。

〇議長　花城勝男　新垣議員。

〇１３番　新垣千秋　認定が通常であれば 30

日以内ということですが、30 日でも長いと思

うんですね。それをもっと短くするという対策

はないのでしょうか。説明お願いします。

〇議長　花城勝男　認定課長。

〇認定課長　大城朝敏　お答えいたします。ま

ずは認定の内容については、実際申請があった

日から認定調査員が空いてる時間や空いてる

タイミングによって１週間前後で認定調査を

行います。調査員は 74 項目の調査項目を実施

してその内容をまとめてその判断基準を特記事

項というものにまとめていきますので、大体こ

こに３日位かかっていくと。そのあとに、また

先生に主治医意見書の依頼を行うんですけども

それが早い方はすぐ出てくるんですけど、それ

が出ないと審査会というのが開けない状況があ

ります。実際この二つが揃って審査会を開くタ

イミングでは、事前に審査会の１週間前に資

料を配って審査会をやって、審査会の翌日には

結果が出るということになりますので、どうし

ても 25 日から 30 日近くの日にちがかかってし

まうと。ですのでもちろん新規申請であったり

区分変更申請、すぐサービスが必要な方につい

ては、早めにできるようにということで調整の

方を行いながら進めているところです。以上で

す。

〇議長　花城勝男　新垣議員。

〇１３番　新垣千秋　昨日、研修の際というか

勉強の際にお配りしていただいた組織の業務運

営概要ということで職員体制の部分が書かれて

いるのですが、１月１日時点でいいんですか

ね。認定課が 13 人の職員、会計年度任用職員

の要介護認定調査員が 38 人、要介護認定事務

員が５人。これは今調査が約１週間以内には行

われているという答弁いただきましたが、この

人数でしっかり調査は間に合っている、人数的

に、ということでしょうか。例えばですけど、

今１週間で行われている、約１週間で調査員が

調査に伺えるということであれば、それは３日

で伺えるような体制をつくるともっと早く認定

することが可能なのか。先程言った医師の診断

書、この部分が時間がかかっているのか。どの

点なんでしょうか。

〇議長　花城勝男　認定課長。

〇認定課長　大城朝敏　お答えいたします。調

査員の人数につきましては、今お話あったよう

に例えば月の最初に申請というのはやはり多く

なるという状況があるんですけども、その月の

最初に全ての調査、１週間で全部終わらせてし

まうとですね後半調査員は何もやることがなく

なってしまうと。調査員が多ければいいのか、

ということでもなくてですね、国が定めている

30 日以内にいかにバランス良く進めていくか、

というのが重要だと今考えております。主治医

意見書の件については、全ての主治医意見書が

遅れるということではもちろんありません。申

請があって翌日にはこちらから主治医意見書を

送ります、とすぐ送る先生もいれば中々今コロ

ナの時期もありますのでそれでできなかったり
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ですね。あと、この被保険者の方が病院受診を

しないことによって、先生がこの人の状態が分

からないので書けません、ということもありま

すのでその辺はまた広域連合の方でも、ドク

ターや色々聞きながらもし病院受診が必要であ

れば病院受診するように被保険者に促したり、

そういう調整をやりながら主治医意見書も可能

な限り早く回収できるような対応をとっており

ます。以上です。

〇議長　花城勝男　新垣議員。

〇１３番　新垣千秋　今 32.5 日が平均、認定

までの間。通常が 30 日以内に行っている。こ

れは最短で認定されているケースと最長かかっ

ているケース、どの位日数かかっているか説明

お願いします。

〇議長　花城勝男　認定課長。

〇認定課長　大城朝敏　お答えいたします。す

みません、実際この最短で何日かっていうのは

統計上とってなくて、30 日以内に基本できれ

ば国の方の基準を満たしているというところで

すのでそこは今分かるんですけども、最長で

あれば 60 日以上ということでカウントはして

るんですけども全体 8,000 件の内の 160 件位が

60 日を超えてしまってるという状況もありま

す。それについては実際体調が悪化して延びて

しまってるというのがほとんどになるとは思う

んですけれども、そういう状況です。

〇議長　花城勝男　新垣議員。

〇１３番　新垣千秋　やはりですね、必要とす

る方にしっかりとした介護サービスを提供する

義務があるかと思います。今のお話だと最長

60 日、要は２ヶ月その状態で待ってるケース

もあるということですよね。適切な介護の状況

に合わせたサービスが受けられずに。それを解

消していくのが広域連合がしっかり市町村と連

携をとってやっていくべきことかと思いますが

その点どのように考えておられるか伺います。

あともう一点ですね。介護施設等の充足率で調

査をしていない、要は介護施設が足りてるかど

うかの調査をしていない、ということなんです

がそれに関して介護を必要とする要介護の人口

も増えてくるという見込みを立ててるわけです

から、どの位施設が必要なのかこれも調査する

べきかと思いますが調査予定とかはないんで

しょうか。この２点説明お願いします。

〇議長　花城勝男　認定課長。

〇認定課長　大城朝敏　ではまず認定のことに

ついてお答えしたいと思います。今最長 60 日

以上が 160 件位あるとお話をしたんですけれど

も、実際その方たちが調査ができる状況であれ

ばもちろんそういうかなりの期間が経って、と

いう状況ではないと思います。実際調査ができ

なくて、実際調査に行こうとしたら入院したり

とかですね、体調が崩れて今すぐ調査ができる

状態じゃない、という場合ではこちらは調査が

できないのでどうしても認定することができな

いという状況になります。場合によっては、そ

のまま病院に入院されて今は申請を取り下げた

方がいいんじゃないかと。どうしても認定申請

から有効期間というのは何ヶ月、というのは決

まりますのでここで３ヶ月４ヶ月も結果が出な

いまま置いておくと結局有効期間だけが短く

なってしまう。その人のその時の状況も変わっ

てしまうというところもあってですね、でした

らその状況を適切に調査するためにもこの状態

が悪い状態で調査する、というのは行っていな

いと。なので状態が安定した状態でしっかり調

査を行って結果を出していく、というふうな対
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応をとっております。

〇議長　花城勝男　業務課長。

〇業務課長　	 比嘉利季子　施設整備の充足率

について伺う、ということの質問でよろしい

ですか。施設等の充足率については一概に施設

といいますと沖縄県指定の施設、また私ども広

域連合で指定してる施設、それは地域密着型の

サービスになっています。その地域密着型サー

ビスの件でよろしいでしょうか。その件なんで

すが、私ども第８期介護保険事業計画におい

て、この地域密着型サービス基盤整備計画とい

うものを立てていて、それは所在市町村の方か

ら意見をいただいて 29 市町村の所在市町村の

方は、そこで介護福祉計画というものを立てら

れているんですね。それを基に基盤整備計画を

公募して今のところ立てている、というような

状況です。その公募というのは民間、29 市町

村の市町村とまた色んなニーズがあって民間の

企業とそこに担ってサービスをつくりたい、や

りたい、希望したいというところでこちら広域

連合の方に応募する形となっております。なの

で第８期計画にですね、第８期計画が 22 件で

すね今回施設整備計画をやってて、10 件の方

が市町村から応募がなかった第８期計画の方で

は今のところない状況にあるので、施設整備、

施設が足りてないという状況にはなっていると

考えております。

〇議長　花城勝男　新垣議員。

〇１３番　新垣千秋　今ですね必要な施設が

足りていない介護施設等、応募は今の答弁だ

と 22 件公募を出して 10 件程民間から応募がな

かった、ということだったかと思うんですが、

この応募がなかった理由というのはもし調査し

ているのであればお伺いしたいと思います。や

はり民間が応募しない、そこにニーズはあるけ

どニーズがあるから公募を出しているのでそこ

に民間が応募しない、民間としては経営をしな

ければいけないのでそこと見合っていないのか

どうなのか、その点ちょっと情報があればお伺

いしたいです。

〇議長　花城勝男　業務課長。

〇業務課長　比嘉利季子　当広域連合といたし

ましてその第８期事業計画にですね、応募がな

かった市町村に対してこれからこの基盤整備に

ついて市町村に意見を伺う予定となっておりま

す。

〇議長　花城勝男　新垣議員。

〇１３番　新垣千秋　是非ですね、必要な施設

になってきますのでしかも民間が確かに運営は

しますがやはりそこは行政の力でしっかりと監

視をしながら、支援もしながら進めていかなけ

れば高齢者の居場所がどんどんなくなっていっ

てしまう事態になるかと思います。その点も含

めしっかり調査して今後も適切な支援をしてい

ただければと思います。

　それでは質問事項２ですね。介護保険料につ

いて再質問させていただきます。介護保険料で

すが、令和６年度から均一賦課が開始されると

いうことですが、令和６年２月頃にその料金等

金額ですね、発表する予定というかお知らせ

する予定ということでよろしかったでしょう

か。今現時点でランク１から３に分けていた経

緯を答弁でいただいておりますが、そのランク

１から３に分けた理由というのが市町村の差が

あったのでランク１から３に分けていた、とい

うことでよろしいでしょうか。そのランク差で

すね、今実際縮まったから均一賦課を令和６年

度から進めていく、ということで説明が昨日の
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研修でもあったかと思いますが、ではその均一

賦課を始めるにあたって今度は介護のサービス

ですね、その格差というのは縮まっているので

しょうか。確か平成 29 年ですか、それから令

和２年度の延長の報告、これまでの経緯の延長

の報告の中でもそのサービスの格差もあるから

延長してきた、という理由があったかと思いま

す。その点もう一度説明お願いします。

〇議長　花城勝男　事務局長。

〇事務局長　金城博文　お答えいたします。ま

ず、３ランクの考え方からご説明いたします。

本来、保険料については１保険者・１保険料が

原則となっております。広域連合設立当初は

34 市町村がございました。合併を繰り返しま

して今 29 団体になっておりますけれども、当

時のお話なんですけれども当時は各保険者、各

市町村の保険料の格差が４倍に開きがありまし

た。その中で均一賦課するのは非常に難しいと

いうこともありまして、厚労省の方で調整させ

ていただいて、高いランク・低いランク・平均

のランク、ということで３段階で分けることを

調整して今まで第８期まで国の方と調整して認

められている状況でございます。それと、サー

ビスの平準化だと思うんですけれども、まだま

だ今各事業サービス進行中でございますので当

時よりかは開きが大分縮まってきてると思いま

す。数字で申し上げますと、設立当初は４倍の

開きがあったものについて、これが給付費では

保険料約２倍程に縮まってきておりますので

ある意味当然まだ格差はございますけれども、

サービスの内容についてはまだ今から整備する

箇所が色々ありますので今後とも整備について

推進していきたいというふうに考えておりま

す。以上です。

〇議長　花城勝男　新垣議員。

〇１３番　新垣千秋　今のご説明ですと料金は

先に均一賦課・平準化していく、しかしサービ

スはこれからどんどん平準化していくのは少し

待ってて下さい、というふうに聞こえてしまう

んですがサービスもやはり市町村格差はなくす

べき、という立場で今まで施政方針でも述べら

れてたと思います。そのサービスの格差という

のはどの位縮まっているのか、数字お持ちで

しょうか。

〇議長　花城勝男　事務局長。

〇事務局長　金城博文　お答えいたします。誤

解があるようなのでちょっとお話しさせていた

だきますけれども、給付費が縮まるということ

はサービスもそれぞれ格差が縮まっているとい

うことではございます。それでですね各市町村

ごとのサービス、細かいサービスがどの位縮

まっているかという検証自体はまだされてござ

いませんので、均一化を図る上でプロジェクト

チームを立ち上げていきますので、その中でど

の地域でどういったサービスが足りていないだ

とか、そういったものを検証しながら均一化に

向けてですね、取り組んでいきたいということ

でございます。以上です。

〇議長　花城勝男　新垣議員。

〇１３番　新垣千秋　ありがとうございます。

均一化に向けてプロジェクトチームも立ち上げ

ていく、とその中で色々検討されるかと思いま

すが、ちなみに検討された中で令和６年度やは

り均一賦課開始するのは少し待った方がいいん

じゃないか、という結論が出る可能性もあるん

でしょうか。

〇議長　花城勝男　事務局長。
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〇事務局長　金城博文　お答えいたします。ま

ずですね、均一賦課。令和６年度第９期での開

始を運営会議、構成市町村の組長の皆さんで構

成されております会議の方で色々検討いたしま

して、第９期、令和６年からの開始を 29 市町

村長の皆さんの同意を得て開始予定ということ

がされておりますけれども、最終的な決定につ

いてはですね事業計画の中で決定されていきま

すので、第９期の事業決定が来年の２月、丁度

この時期の議会に諮らせていただきますのでそ

の時に最終決定を行うということでございま

す。以上です。

〇議長　花城勝男　新垣議員。

〇１３番　新垣千秋　是非ですね、来年２月で

すかそれまで期間ありますのでしっかりプロ

ジェクトチームの中で調査をし、検討しその情

報を私たちにもやはり提示していただいてその

上でスタートしていく、その心づもりで是非い

ていただきたいと思います。やはりその中には

今スタートしたらダメでしょ、ということも可

能性としてはありますので、その点も踏まえ是

非調査をしっかりとやって下さい。検討もそう

ですね。お願いしたいと思います。

　それでは次にですね、国の負担分なんですが

国は当初から 25％の負担分ということですが、

これは今までの経緯の中で国の負担分を増やす

動きというのはなかったのでしょうか。要介

護・介護の皆さんがどんどん増えていく、その

中で国の負担は 25％で変わらず、しかし自己

負担はどんどん増えていく、という現象が起き

ています。年金は減っていく、しかし介護を受

ける皆さんは仕事ができない、その中でこれか

らの介護料が増えていく、と先程も答弁の中で

介護もこれから前期より後期が増えてきて増加

していくだろう、という答弁もありました見通

しも立てております。国の負担を増やすべきか

と思いますが、その点はどのような所見をおも

ちでしょうか。

〇議長　花城勝男　休憩します。

　　休　憩　（午前 11 時 51 分）

　　～～～～～～～～～～～～～

　　再　開　（午前 11 時 53 分）

〇議長　花城勝男　再開します。事務局長。

〇事務局長　金城博文　お答えいたします。保

険料の基本的な考え方といたしましては、給付

費に対する割合、国が 25％でしたかね、とい

うことで決まっているんですけれどもこれが今

まで変更ないということでございますけれど

も、実際給付費に対する国の割合でございます

が、保険料が 50％、公費が 50％と構成割合が

決められてございますのでそこはもう非常に厳

しいところでございまして、今のところこの公

費の割合を変更するとかそういった要望を出し

ていくというような検討は今のところされてお

りません。以上です。

〇議長　花城勝男　新垣議員。

〇１３番　新垣千秋　超高齢化社会を迎えるに

あたってはやはり公費半分、介護保険者が半

分、50％ 50％その中で運営していくというそ

の仕組みは分かるんですよ。分かるんですがど

んどん負担が大きくなっていくという現状もあ

ります。しかしながら介護サービスは厚くして

いかなければならない、であれば最低限のもの

を制度としてつくっていくべき国がしっかりと

その点を、例えば今 25％を 30％に上げる、要

は 55％公費負担に増やしていく、そうすれば

より良いサービスがしっかり提供できるのでは

ないかと考えますので、是非その点そういう議

論ができる場、意見が述べられる場があれば広
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域からも実際そういうお話を是非していただけ

ればなぁというのが私の希望でございます。や

はり皆介護を受ける、将来的にはそういう立場

になるかと思いますのでそれをより良くするた

めのものを国がしっかりと保障していく、その

ために私たちは現在一生懸命働いているわけで

すから、そこをしっかりと行政側も認識として

もっていただけたらなぁというのが私の希望で

ございます。

　もう一点ですね、この介護保険料均一賦課、

令和６年度からということでありますが昨日の

研修、介護保険料均一賦課についての研修の中

での介護保険広域連合が実施する内容、市町村

が実施する内容、条件の部分がございました。

その中で共通事項として住民説明会等開催し、

均一賦課についての周知徹底を図ること、と共

通事項で挙げられております。実際、北谷町

も他の市町村も 29 の内 28 ですかね、説明がも

う終わられたとのことですが、議員に対して行

われているのであって住民に対してはまだかと

思います。住民への説明会を是非市町村で行っ

てもいいんですか、その場に広域連合の職員が

一人でも説明できる方がいていただく、これが

しっかりとした共通で進めていく共通事項にな

るかと思います。住民説明会の場にも市町村が

主体としてやったとしてもそこには広域の職員

が説明員としてしっかり一緒にやるべきだと思

いますが、その点どのように考えられておりま

すか。

〇議長　花城勝男　事務局長。

〇事務局長　金城博文　お答えいたします。昨

年保険料１ランクの団体、６団体ありますけれ

ども５団体回って議員の皆様に説明をさせてい

ただいたところです。その説明会の中でです

ね、住民に対する説明も必要じゃないかという

ご意見等伺ってございます。しかしですね、29

団体ございますので我々が直接回って住民に説

明会を開いて説明をする、ということは物理的

に非常に無理があるということで、議員の皆様

のお力を借りてですね住民の皆様の理解・周知

を広めていきたいな、ということで取り組んで

いますので今のところですね、住民の皆様に直

接説明会を開くと広域の方でですね、というこ

とは考えてございません。議員の皆様も住民・

市民の代表でございますので、そこは議員の皆

様のお力をお借りしてですね周知を図っていき

たいなぁというふうに考えております。以上で

す。

〇議長　花城勝男　新垣議員。

〇１３番　新垣千秋　もちろん議員は住民に近

い存在ですので、私たち議員もそれぞれ説明は

していく、聞かれた場合には答えていく、その

ためにおりますのでそれは重々承知しておりま

すが、市町村が主体となって説明会はする、そ

の際に広域の職員にも出てほしい、そういった

要請があればその場合は出席することは可能で

しょうか。

〇議長　花城勝男　事務局長。

〇事務局長　金城博文　お答えいたします。広

域連合といたしましてもですね、この均一賦課

については丁寧な説明が必要だというふうに

思ってございますので、もし市町村の方で住民

に対する説明会等を予定するのであれば状況等

を勘案して出席できるのであれば前向きに検討

していきたいというふうに考えております。以

上です。

〇議長　花城勝男　新垣議員。

〇１３番　新垣千秋　是非ですね、各市町村に
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対しても担当課に対して説明会があれば私たち

も出席します、という通知を出していただいて

広域からも、積極的に私たちも進めていくんだ

というその姿勢を見せていただきたい。住民も

やはり一生懸命やっている行政マンを見れば、

そこで理解をしようという気持ちになるんです

よ。介護の保険料って今までも先程はじめの答

弁でもいただきましたが、ずっと上がり続けて

ますよね。これからも上がり続ける、住民の理

解を求めるにはやはり今局長おっしゃったよう

にしっかりとした理解をしていただくための丁

寧な説明、真摯な態度が求められてると思いま

す。そのためにも市町村だけではなく、広域も

一緒になって住民への説明をしていく、という

その立場を是非とっていただきたいと思います

ので、是非各市町村担当課にそういう通知を出

してしっかり一緒になってやっていただきたい

なと思います。

　それでは最後にですね、少子高齢化社会につ

いて、質問事項３ですね。こちらに移りたいと

思いますが、介護の費用も上がる、要介護の方

も増えていく、令和５年度３つの基本方針とい

うことで施政方針にも挙げられておりました、

今後ですねその中で地域包括ケアシステムの深

化・推進、地域支援事業の推進、介護・介護予

防サービスの基盤整備等々、様々挙げられてお

りました。市町村がそれぞれ頑張っているとこ

ろでありますが、やはり介護広域にもしっかり

その市町村に対して情報提供をして、その現状

を地域密着型・地域の共生型というのをつくっ

ていく必要があるかと思います。ただその中で

近隣市町村でサービスの格差があってはならな

いと思います。市町村によってはそのつくられ

てる地形ですとか、坂が多いとか平坦であると

かそれぞれありますし、介護のニーズもそれぞ

れ変わってきます。その違い等々ございます

が、今後どこの市町村に住んでいても同じよう

なサービス、高いサービスが受けられること、

これが広域連合が担うべきものではないかと思

います。各市町村が頑張っても隣の市町村に

引っ越しをしたらサービスが低下した、それこ

そよろしくない現状になるかと思いますので、

それを解消するのが広域のお仕事かと思います

がその点どのように今後考えられているのか、

所見を伺います。

〇議長　花城勝男　12 時を越えてますがその

まま一般質問を続けます。

　答弁を求めます。事務局長。

〇事務局長　金城博文　お答えいたします。今

議員がお尋ねしたのは多分サービスの平準化の

話に繋がることだと思います。今の状況とい

うのがやはり 29 市町村ございます。その中に

は 10 の離島地域も抱えてございますので、ど

うしてもこのサービスの格差というのは出てき

てございます。ただし、均一化するについては

サービスの平準化も当然重要な課題になってい

きますので、先程お話させていただいておりま

すプロジェクトチームですね、そういった中で

もこのサービスの平準化については重要な課題

になっていきますので、今後しっかり検討して

いきたいというふうに考えております。以上で

す。

〇議長　花城勝男　新垣議員。

〇１３番　新垣千秋　ありがとうございます。

サービスの基本的な部分は平準化していく、し

かし地域に合わせてやはり必要なものは地域に

合ったものをサービスを提供していく、その点

をしっかりと重点をおきながらプロジェクト

チームでしっかり関わっていただきたいと思い

ます。

　以上で一般質問を終わらせていただきます、

ありがとうございます。
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〇議長　花城勝男　これで新垣千秋議員の質問

を終わります。

　以上で一般質問を終わります。

　しばらく休憩をします。午後の再開を 13 時

30 分から開催します。休憩します。

　　休　憩　（午前 12 時 05 分）

　　～～～～～～～～～～～～～

　　再　開　（午後１時 30 分）

〇議長　花城勝男　午後の会議を再開します。

　その前に与那原町の志村議員より確認の質問

がございます。質問を許します。志村議員。

〇２０番　志村幸司　先程の一般質問の際に、

最後の方で新垣議員の質問への答弁で、均一賦

課の進め方について確認があった際に議員側へ

の説明の方も済んでますと、そのまま進めてい

ただきたいとお話があったんですけれども、聞

いている私の方からするとそれを議員が進め

ていくべきこと、とちょっと聞こえたんです

ね。そのようなことはないと思いますのでその

へんどういうことなのか具体的な進め方でやっ

てて、どうしてさっきのあの発言になったのか

ちょっと答弁の修正と説明をお願いしたいと思

います。

〇議長　花城勝男　　答弁を求めます。事務局

長。

〇事務局長　金城博文　お答えいたします。先

程の発言なんですけれども実は我々広域連合が

周知行っていた経緯としましては、昨年第１ラ

ンクの町村にですね議員説明会を開いて説明を

させていただいております。先程もお答えした

んですけれども、我々だけではちょっと物理的

に難しいということもありまして、議員の皆様

のお力をお借りしていく方向でございます。し

かしながらこの均一化についての周知・啓発に

ついては第一次的には広域連合と構成市町村で

ございますので、誤解を生んでしまったことに

ついてですね謝罪し、訂正いたします。それと

今後ですね、また議員の皆様のお力を借りるこ

ともございますので、その際にはご理解ご協力

のほどよろしくお願いいたします。以上です。

〇２０番　志村幸司　分かりました。

〇議長　花城勝男　日程第６号　議案第１号　

沖縄県介護保険広域連合個人情報の保護に関す

る法律施行条例を議題とします。

　本案について提案理由の説明を求めます。

　事務局長。

〇事務局長　金城博文　それでは議案第１号　

沖縄県介護保険広域連合個人情報の保護に関す

る法律施行条例。上記の議案を提出する。令和

５年２月 10 日提出　沖縄県介護保険広域連合

長當山宏。

　理由。デジタル社会の形成を図るための関係

法律の整備に関する法律、令和３年法律第 37

号による個人情報の保護に関する法律、平成

15 年法律第 57 号の一部改正等により個人情報

の保護に関する規律が同法に一元化されること

に伴い、同法の施行に関し必要な事項を定める

必要がある。これがこの議案を提出する理由で

ございます。詳細については議案で説明いたし

ますので１ページをご覧下さい。

　第１条、法の施行に際して必要な事項を定め

るというこの条例の趣旨を規定しております。

第２条ではこの条例における用語の定義を定め

るものです。第１項で実施機関を、第２項でこ

の条例で使用する用語は法、及び個人情報の保

護に関する法律施行令で使用する用語の例によ

ることを規定しております。第３条、開示請求

にかかる手数料を無料とし、写しの交付に要す
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る費用や郵送料等の実費は開示を受ける者の負

担とすることを規定しております。第４条、個

人情報の開示請求があった際の開示決定等の期

限を定めるもので、法で 30 日以内と定められ

ている開示決定の期限を 15 日以内としており

ます。ただし事務処理上の困難、その他正当な

理由がある時は 15 日に限り延長できる旨を規

定してございます。第５条、開示請求にかかる

保有個人情報が著しく大量であるため、事務の

遂行に著しい支障が生ずる恐れがある場合の期

限の特例について規定しております。２ページ

をお開き下さい。第６条は個人情報の開示等に

かかる審査請求があった際は、沖縄県介護保険

広域連合情報公開条例第 20 条に規定する沖縄

県介護保険広域連合情報公開個人情報保護審査

会に諮問する規定となっております。第７条か

ら第８条は情報公開個人情報保護審査会の個人

情報開示等にかかる審査に関する調査権限や、

提出資料の写しの送付等についての規定になっ

ております。３ページをご覧下さい。第９条、

個人情報の適正な取り扱いを確保にするため、

専門的な知見に基づく意見を聞くことが特に必

要であると認める時は、情報公開条例第 23 条

に規定する沖縄県介護保険広域連合情報公開個

人情報保護審議会に諮問することができる規定

となっております。第10条、運用の状況の公表。

第 11 条は規則への委任について規定しており

ます。附則については第１項で施行期日、第２

項では現行の個人情報保護条例の廃止、第３項

では個人情報保護条例の廃止に伴う経過措置を

規定しております。４ページの第４項と５ペー

ジの第５項につきましては、個人情報の保護に

関する法律施行条例の制定に伴い、関連する条

文の文言の整理を行っております。

　議案第１号　沖縄県介護保険広域連合個人情

報の保護に関する法律施行条例の説明は以上で

ございます。ご審議のほどよろしくお願いいた

します。

〇議長　花城勝男　これで提案理由の説明を終

わります。

　これから質疑を行います。質疑はありません

か。

　新垣議員。

〇１３番　新垣千秋　一点だけ質疑させていた

だきます。ちょっと条文を読んでも確認できな

かったので伺いたいんですが、情報公開請求・

開示請求、個人情報の開示請求された場合、個

人情報をもってる当人ですね、請求、提出され

る情報元の本人には個人情報の開示請求されて

いますよ、というそういう通知は届くんでしょ

うか。それが条文の中ではないかと思うのでそ

の点ちょっと伺ってもよろしいですか。

〇議長　花城勝男　答弁を求めます。

　休憩します。

　　休　憩　（午後１時 37 分）

　　～～～～～～～～～～～～～

　　再　開　（午後１時 39 分）

〇議長　花城勝男　再開します。

　事務局長。

〇事務局長　金城博文　お答えいたします。開

示請求があった場合にはですね、この開示する

ことに対しての可否について本人には開示の通

知書送りますので、本人には通知するというこ

とになります。以上です。

〇議長　花城勝男　他に質疑はございません

か。

（「質疑なし」の声あり）

〇議長　花城勝男　これで質疑を終わります。

　これから討論を行います。討論はありません

か。

　（「討論なし」の声あり）



－ 72－

〇議長　花城勝男　討論なしと認めます。これ

で討論を終わります。

　これから議案第１号　沖縄県介護保険広域連

合個人情報の保護に関する法律施行条例を採決

します。

　お諮りします。

　本案は、原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長　花城勝男　異議なしと認めます。従っ

て、議案第１号　沖縄県介護保険広域連合個人

情報の保護に関する法律施行条例は原案のとお

り可決されました。

　日程第７　議案第２号　沖縄県介護保険広域

連合職員の定年等に関する条例等の一部を改正

する条例を議題とします。

　本案について提案理由の説明を求めます。

　事務局長。

〇事務局長　金城博文　議案第２号　沖縄県介

護保険広域連合職員の定年等に関する条例等の

一部を改正する条例。上記の議案を提出する。

令和５年２月 10 日提出　沖縄県介護保険広域

連合長當山宏。

　理由。地方公務員法昭和 25 年法律第 261 号

の一部を改正する法律の制定に伴い、職員の定

年を引き上げると共に必要な措置を講ずるた

め、関連する条例を整備する必要がある。これ

がこの議案を提出する理由でございます。詳細

についてご説明いたします。１ページをご覧下

さい。

　第１条、沖縄県介護保険広域連合職員の定年

等に関する条例、平成 14 年条例第 12 号の一部

改正でございます。まず、今回の内容の理解や

検索を容易にするために目次を付す改正を行っ

ております。第１条の趣旨については地方公務

員法の改正に伴い、引用する法律の規定の改正

及び追加を行っております。２ページをお開き

下さい。第３条については定年年齢を規定し

ておりますが、引き上げ後の定年年齢を 65 歳

として改正しております。令和 13 年度から定

年年齢が 65 歳となりますが、引き上げ期間に

おける経過措置に関しては附則で規定しており

ます。第４条は定年退職の延長を定めた特例規

定となっておりますが、今回の定年年齢の引き

上げに伴い、規定を整備すると共に文言の整理

を行ってございます。５ページをお開き下さ

い。第６条、管理監督職勤務上限年齢制の対象

となる職員として管理職手当の支給を受ける者

を規定しております。第７条では管理監督職と

して勤務できる上限年齢を 60 歳として規定し

ております。条例施行後は管理監督職である事

務局長及び課長級職員については、60 歳の誕

生日の翌日の最初の４月１日までの間に非管理

監督職に異動していただくことになります。第

８条は管理監督職を他の職へ降任する際の留意

事項等を掲載しております。７ページをご覧下

さい。第９条は 60 歳以後も引き続き管理監督

職として勤務できる特例規定となっておりま

す。現時点では同条に規定する事由に該当する

ような管理監督職は想定されておりませんが、

必要が生じた時に対応できるよう規定しており

ます。９ページをお開き下さい。第 12 条は定

年前再任用短時間勤務についての規定となって

おります。60 歳以後いったん退職し、短時間

で勤務することができる内容を規定しておりま

す。13 条は当広域連合が組織する一部事務組

合等の退職者についても、法律上必要があれば

採用することが可能であることから条例に規定

しております。10 ページをお開き下さい。附

則には新たに第２項と第３項を追加しておりま

す。その内容としては定年に関する経過措置

や情報提供、及び勤務意思の確認に関する規

定となっております。12 ページをお開き下さ

い。第２条、沖縄県介護保険広域連合職員の懲
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戒の手続き及び効果に関する条例、平成 14 年

条例第 13 号の一部改正でございます。第３条

については文言を追加しております。後段の改

正規定の内容としては減給を受ける職員がいた

場合、定年引き上げ等に伴う措置により 60 歳

以後は給料月額が７割水準となりますが、引き

続き 60 歳前の給料月額に基づく減給をしてし

まいますと、７割水準後の給料月額の 10 分の

１を超えてしまう額を減じてしまうことになり

ますことから当該文言の追加をしております。

13 ページをご覧下さい。第３条、沖縄県介護

保険広域連合職員の勤務時間、休暇等に関する

条例、平成 14 年条例第 16 号の一部改正でござ

います。第２条、第３条、第 13 条については

定年前再任用短時間勤務職員についての文言を

追加しております。16 ページをお開き下さい。

第４条、沖縄県介護保険広域連合職員一般職員

の給与に関する条例、平成 16 年条例第１号の

一部改正でございます。第５条の２については

定年前再任用短時間勤務職員の給料月額につい

て規定しております。第 13 条から 22 ページの

第 23 条第２項については定年前再任用短時間

勤務職員についての規定の追加や、再任用短時

間勤務職員を定年前再任用短時間勤務職員に

改める改正、文言の整理を行っております。23

ページをご覧下さい。附則については新たに第

２項から第９項までを追加しております。第２

項においては職員が 60 歳に達した後の給料月

額が７割水準になる旨を規定しております。24

ページをご覧下さい。第３項では給料月額の７

割水準の対象外となる職員を規定しておりま

す。第４項では管理監督職勤務上限年齢制度に

よって、非管理監督職に降任した職員の給与月

額が降任前の給料の月額の７割水準を下回らな

いよう調整する規定となっております。25ペー

ジをご覧下さい。第５項以下の規定につきまし

ては、給料月額の調整や読み換え、規則への委

任等の規定となっております。26 ページの別

表につきましては、定年前再任用短時間勤務職

員の規定と体裁の調整を行っております。続き

まして 28 ページをご覧下さい。第５条、沖縄

県介護保険広域連合職員の育児休業等に関する

条例、令和４年条例第３号の一部改正でござい

ます。第２条及び第 10 条については育児休業

ができない職員、及び育児短時間勤務をするこ

とができない職員として 60 歳以後も引き続き

管理監督職として勤務する職員を規定してござ

います。第 19 条及び第 20 条については再任用

短時間勤務職員等を定年前再任用短時間勤務職

員等に改める改正を行っております。30 ペー

ジをご覧下さい。本条例の附則について説明い

たします。第１条は令和５年４月１日から施行

することを規定しております。ただし、定年引

き上げの実施のための準備等に関する規定につ

いては、公布の日から施行するものとなってお

ります。第２条は定年による退職の特例にかか

る勤務延長、及び定年引き上げの経過措置期間

中に勤務延長している職員の任用制限に関する

経過措置について規定しております。31 ペー

ジをご覧下さい。第３条は定年が段階的に引き

上げられる経過期間において、60 歳までフル

タイムで勤務できるよう暫定再任用制度を設け

る内容を規定し、第４条は広域連合が加入する

組合職員の暫定再任用について規定しておりま

す。33 ページをご覧下さい。第５条、短時間

勤務職への暫定再任用について規定しておりま

す。34 ページをお開き下さい。第６条、組合

職員の短時間勤務職への暫定再任用について規

定しております。第７条から 35 ページ第９条

については各年の４月１日以後に新たに設置さ

れた職等にかかる暫定再任用の取り扱いについ

て規定しております。第 10 条については定年

前再任用短時間勤務職員が定年前の職員であっ

た時に適用される定年年齢に達した後には、定

年前再任用短時間勤務職員として任用すること

はできないことについて規定しております。36
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ページをご覧下さい。第 11 条につきましては、

施行日前に情報提供、意思確認を実施する職員

の年齢を規定してございます。

　議案第２号　沖縄県介護保険広域連合職員の

定年等に関する条例等の一部を改正する条例の

説明は以上でございます。ご審議のほどよろし

くお願いいたします。

〇議長　花城勝男　これで提案理由の説明を終

わります。

　これから質疑を行います。質疑はありません

か。

（「質疑なし」の声あり）

〇議長　花城勝男　質疑なしと認めます。これ

で質疑を終わります。

　これから討論を行います。討論はありません

か。

（「討論なし」の声あり）

〇議長　花城勝男　討論なしと認めます。これ

で討論を終わります。

　これから議案第２号　沖縄県介護保険広域連

合職員の定年等に関する条例等の一部を改正す

る条例を採決します。

　お諮りします。

　本案は、原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長　花城勝男　異議なしと認めます。従っ

て、議案第２号　沖縄県介護保険広域連合職員

の定年等に関する条例等の一部を改正する条例

は原案のとおり可決されました。

　日程第８　議案第３号　沖縄県介護保険広域

連合の勤務時間、休暇等に関する条例及び沖縄

県介護保険広域連合職員の育児休業等に関する

条例の一部を改正する条例を議題とします。

　本案について提案理由の説明を求めます。

　事務局長。

〇事務局長　金城博文　議案第３号　沖縄県介

護保険広域連合職員の勤務時間、休暇等に関す

る条例及び沖縄県介護保険広域連合職員の育児

休業等に関する条例の一部を改正する条例。上

記の議案を提出する。令和５年２月 10 日提出　

沖縄県介護保険広域連合長當山宏。

　理由。職員の申告を考慮して勤務時間を割り

振る制度の導入及び休憩時間の柔軟化を行うに

あたり、関連する条例を整備する必要がある。

これがこの議案を提出する理由でございます。

詳細についてご説明いたします。１ページをご

覧下さい。

　第１条、沖縄県介護保険広域連合職員の勤務

時間、休暇等に関する条例、平成 14 年第 16 号

の一部を改正するものであります。第３条第３

項については始業及び終業の時刻について、職

員の申告を考慮して当該職員の勤務時間を割り

振ることが公務の運営に支障がないと認める場

合には、第２項の規定（１日７時間 45 分、週

５日）に関わらず規則の定めるところにより職

員の申告を経て４週間を越えない範囲内で週

を単位として規則で定める期間ごとの期間につ

き、週 38 時間 45 分となるように当該職員の勤

務時間を割り振ることができる規定となってご

ざいます。第３条第４項につきましては、フレッ

クスタイム制を適用する職員の内、子育て・介

護を行う職員等について土曜日及び日曜日に加

えて週休日を一日設けることができる旨の規定

を追加しております。２ページをご覧下さい。

第５条、週休日の振り替えについて現在の１日

７時間 45 分勤務に沿った内容に整理しており

ます。３ページをご覧下さい。第６条第３項休

憩時間の柔軟化についての規定を追加しており

ます。４ページをご覧下さい。第２条、沖縄県

介護保険広域連合職員の育児休業等に関する条

例、令和４年条例第３号の一部を改正するもの

でございます。第 12 条は育時短時間勤務職員
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がフレックスタイム勤務を行う場合の時間の規

定を追加するものであります。

　議案第３号　沖縄県介護保険広域連合職員の

勤務時間、休暇等に関する条例及び沖縄県介護

保険広域連合職員の育児休業等に関する条例の

一部改正する条例の説明は以上でございます。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

〇議長　花城勝男　これで提案理由の説明を終

わります。

　これから質疑を行います。質疑はありません

か。

（「質疑なし」の声あり）

〇議長　花城勝男　質疑なしと認めます。これ

で質疑を終わります。

　これから討論を行います。討論はありません

か。

（「討論なし」の声あり）

〇議長　花城勝男　討論なしと認めます。これ

で討論を終わります。

　これから議案第３号　沖縄県介護保険広域連

合の勤務時間、休暇等に関する条例及び沖縄県

介護保険広域連合職員の育児休業等に関する条

例の一部を改正する条例を採決します。

　お諮りします。

　本案は、原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長　花城勝男　異議なしと認めます。従っ

て、議案第３号　沖縄県介護保険広域連合の勤

務時間、休暇等に関する条例及び沖縄県介護保

険広域連合職員の育児休業等に関する条例の一

部を改正する条例は原案のとおり可決されまし

た。

　日程第９　議案第４号　令和４年度沖縄県介

護保険広域連合一般会計補正予算（第４号）を

議題とします。

　本案について提案理由の説明を求めます。

　事務局長。

〇事務局長　金城博文　議案第４号　令和４年

度沖縄県介護保険広域連合一般会計補正予算

（第４号）。令和４年度沖縄県介護保険広域連合

の一般会計補正予算（第４号）は次に定めると

ころによる。

　歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算

の総額から歳入歳出それぞれ１億 20 万 6,000

円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ 16 億 8,720 万とする。２項、歳入歳出

予算の補正の款項の区分、及び当該区分ごとの

金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第

１表歳入歳出予算補正による。令和５年２月

10 日提出　沖縄県介護保険広域連合當山宏。　

　今回の減額補正の内容としましては、歳入７

款繰入金で大幅な減額補正を行っております

が、歳出の実績見込みに伴う不用額の減額を行

うものであります。

　詳細についてご説明いたします。歳入歳出予

算事項別明細書の５ページをお開き下さい。

　歳入のご説明をいたします。

　２款１項手数料 16 万円の減額補正を計上し

てございます。内容といたしましては、事業所

指定申請手数料の実績見込みの減に伴うものと

なっており、新規で指定を受ける事業所の登録

手数料となっております。

　３款２項国庫補助金 139 万 7,000 円の減額補

正を計上しております。内容といたしまして

は、介護保険事業費補助金の確定に伴うものと

なっております。介護報酬改定によるシステム

改修費に係る補助金となっております。

　４款２項県補助金 271 万 4,000 円の増額補正

を計上しております。内容といたしましては、

介護保険利用者負担助成事業県補助金の増に伴

うものとなっており、生活困窮者や離島等地域

における介護サービス利用者への負担軽減を図
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るための補助金となっております。

　７款１項基金繰入金１億 136 万 3,000 円の減

額補正を計上しております。内容といたしまし

ては、歳出の実績見込みに伴う減額補正に対す

る財源調整のための財政調整基金繰入額の調整

を行う内容となっております。歳入は以上でご

ざいます。６ページをお開き下さい。

　歳出をご説明いたします。２款１項総務管理

費 2,569 万 2,000 円の減額補正を計上しており

ます。内容といたしましては、人件費の実績見

込み及び委託料の契約額縮減に伴うものとなっ

ており、人件費で 1,698 万 3,000 円、委託料で

911万1,000円の減額を行っております。７ペー

ジをご覧下さい。

　２款２項賦課徴収費 464 万 4,000 円の減額補

正を計上しております。内容といたしまして

は、こちらも実績見込みに伴う減額補正を行っ

ており、人件費で 105 万 5,000 円、役務費手数

料で 261 万 1,000 円の減額を行っております。

８ページをご覧下さい。

　２款３項調査認定費 7,204 万 6,000 円の減額

補正を計上しております。内容といたしまして

は、こちらも実績見込みに伴う減額補正を計上

しており、人件費で 1,765 万 9,000 円、役務費

手数料で 3,052 万 9,000 円、委託料で 2,064 万

6,000 円の減額を行っております。

　２款４項給付管理費 25 万 4,000 円の減額補

正を計上しております。内容といたしまして

は、こちらも実績見込みに伴う人件費の減額を

行ってございます。

　２款５項低所得者対策費 362 万の増額補正を

計上しております。内容といたしましては、生

活困窮者や離島等地域における介護サービス利

用者への負担軽減を図るための事業となってお

ります。９ページをお開き下さい。

　２款６項趣旨普及費 248 万 5,000 円の減額補

正を計上しております。内容といたしまして

は、介護保険制度の趣旨普及を目的に年２回発

行しております沖縄県介護保険広域連合広報誌

作成の入札において、印刷製本費の契約額の縮

減が図られたものとなっております。

　２款８項障害支援区分認定等事業費 108 万

3,000 円の増額補正を計上しております。内容

といたしましては、４月に行われます定期人事

異動に伴う不足分の計上を行っております。

　４款１項償還金及び還付加算金 21 万 2,000

円の減額補正を計上しております。内容といた

しましては、令和３年度に行いました介護報酬

改定等システム改修にかかる令和３年度介護保

険事業費補助金の確定に伴う返還金となってお

ります。歳出は以上でございます。

　議案第４号　令和４年度沖縄県介護保険広域

連合一般会計補正予算（第４号）の説明は以上

でございます。ご審議のほどよろしくお願いい

たします。

〇議長　花城勝男　これで提案理由の説明を終

わります。

　これから質疑を行います。質疑はありません

か。

（「質疑なし」の声あり）

〇議長　花城勝男　質疑なしと認めます。これ

で質疑を終わります。

　これから討論を行います。討論はありません

か。

（「討論なし」の声あり）

〇議長　花城勝男　討論なしと認めます。これ

で討論を終わります。

　これから議案第４号　令和４年度沖縄県介護

保険広域連合一般会計補正予算（第４号）を採

決します。

　お諮りします。

　本案は、原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長　花城勝男　異議なしと認めます。従っ

て、議案第４号　令和４年度沖縄県介護保険広
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域連合一般会計補正予算（第４号）は原案のと

おり可決されました。

　日程第 10　議案第５号　令和４年度沖縄県

介護保険広域連合特別会計補正予算（第２号）

を議題とします。

　本案について提案理由の説明を求めます。

　事務局長。

〇事務局長　金城博文　議案第５号　令和４年

度沖縄県介護保険広域連合特別会計補正予算

（第２号）。令和４年度沖縄県介護保険広域連合

の特別会計補正予算（第２号）は次に定めると

ころによる。

　歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ 2,295 万 7,000 円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ 379 億 4,232 万 3,000 円とする。２項、歳入

歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごと

の金額、並びに補正後の歳入歳出予算の金額は

第１表歳入歳出予算補正による。令和５年２月

10 日提出　沖縄県介護保険広域連合當山宏。

　今回の増額補正の主な内容といたしまして

は、歳入３款国庫支出金の介護給付費等交付金

の追加交付に伴う財源調整を行っております。

また、歳出では１款保険給付費の各種サービス

費の実績見込みの増減に伴う予算の組み替えを

行う内容となっております。

　詳細について説明いたします。歳入歳出予算

事項別明細書の５ページをお開き下さい。

　３款２項国庫補助金 2,295 万 7,000 円の増額

補正を計上しております。内容といたしまして

は、介護保険給付費に対する国調整交付金の追

加交付に伴うものとなっております。歳入は以

上でございます。６ページをお開き下さい。

　歳出をご説明いたします。１款１項介護サー

ビス等諸費 7,600 万の減額補正を計上しており

ます。内容といたしましては、各種サービス給

付費の実績見込みに伴う増減によるものとなっ

ております。

　１款２項介護予防サービス等諸費で０円を計

上しております。内容といたしましては、各種

サービス費の実績見込みに伴う過不足分を目内

で予算の組み替えを行い調整しております。７

ページをお開き下さい。

　１款４項高額介護サービス等費 5,600 万の増

額補正を計上しております。内容といたしまし

ては、高額介護サービス費・高額医療合算介護

サービス費共に実績見込みに伴うものとなって

おります。

　１款５項特定入所者介護サービス等費 2,000

万の増額補正についても実績見込みに伴うもの

となっております。

　続きまして、５款１項基金積立金 2,295 万

7,000 円の増額補正を計上しております。内容

といたしましては、保険給付費の国庫補助分の

介護給付費調整交付金の追加交付に伴う財源調

整を行い、介護給付費準備基金へ積み立てる内

容となっております。歳出は以上でございま

す。

　議案第５号　令和４年度沖縄県介護保険広域

連合特別会計補正予算（第２号）の説明は以上

でございます。ご審議のほどよろしくお願いい

たします。

〇議長　花城勝男　これで提案理由の説明を終

わります。

　これから質疑を行います。質疑はありません

か。

（「質疑なし」の声あり）

〇議長　花城勝男　質疑なしと認めます。これ

で質疑を終わります。

　これから討論を行います。討論はありません

か。

（「討論なし」の声あり）

〇議長　花城勝男　討論なしと認めます。これ
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で討論を終わります。

　これから議案第５号　令和４年度沖縄県介護

保険広域連合特別会計補正予算（第２号）を採

決します。

　お諮りします。

　本案は、原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長　花城勝男　異議なしと認めます。従っ

て、議案第５号　令和４年度沖縄県介護保険広

域連合特別会計補正予算（第２号）は原案のと

おり可決されました。

　日程第 11　議案第６号　令和５年度沖縄県

介護保険広域連合一般会計予算を議題としま

す。

　本案について提案理由の説明を求めます。

　事務局長。

〇事務局長　金城博文　議案第６号　令和５年

度沖縄県介護保険広域連合一般会計予算。令和

５年度沖縄県介護保険広域連合の一般会計の予

算は次に定めるところによる。

　歳入歳出予算第１条、歳入歳出予算の総額

は歳入歳出それぞれ 16 億 6,382 万円と定める。

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区

分ごとの金額は第１表歳入歳出予算による。一

時借入金第２条、地方自治法昭和 22 年法律第

67 号第 235 条の３第２項の規定による一時借

入金の最高額は１億円と定める。歳出予算の流

用第３条、地方自治法第 220 条第２項の但し書

きの規定により、歳出予算の各項の経費の金額

を流用することができる場合は次のとおりと定

める。第１号各項に計上した給料、職員手当及

び共済費にかかる予算額に過不足を生じた場合

における同一款内でのこれらの経費の各項の間

の流用。令和５年２月 10 日提出　沖縄県介護

保険広域連合長當山宏。

　一般会計は主な広域連合の事務的経費及び調

査認定にかかる経費を計上しております。前年

度当初予算と比較しますと、4,050 万 1,000 円。

率にしますと、2,5％の増となっております。

　詳細についてご説明いたします。歳入歳出予

算事項別明細書の５ページをお開き下さい。

　それでは歳入のご説明をいたします。

　１款１項負担金 11 億 1,244 万 9,000 円を計

上しております。対前年度比較で 2,363 万円の

増となっております。内容といたしましては、

１目共通経費負担金 720 万 6,000 円。２目調査

認定費負担金 900 万 9,000 円の増が主な要因と

なっております。

　２款１項手数料 323 万 8,000 円を計上してお

ります。対前年度比較で 81 万 7,000 円の増と

なっております。内容といたしましては、事業

所指定申請手数料 51 万 2,000 円の増が主な要

因となっておりますが、新規で指定を受ける事

業所の登録手数料となっております。６ページ

をお開き下さい。

　３款１項国庫負担金３億 1,790 万 9,000 円を

計上しております。対前年度比較で700万4,000

円の増となってございます。内容といたしまし

ては、国負担分の低所得者保険料軽減分となっ

ております。

　３款２項国庫補助金 80 万 6,000 円を計上し

ております。前年同額での予算計上となってご

ざいます。

　４款１項県負担金１億 5,895 万 4,000 円を計

上しております。対前年度比較で 350 万 2,000

円の増となっております。内容といたしまして

は、県負担分の低所得者保険料軽減分となって

おります。７ページをご覧下さい。

　４款２項県補助金 1,967 万円を計上しており

ます。対前年度比較で404万9,000円の増となっ

ております。内容といたしましては、介護保険

利用者負担金助成事業費補助金の増が要因と

なっておりますが、社会福祉法人等を利用する
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生活困窮者に対する負担軽減を行うものとなっ

ております。

　５款１項財産運用収入、６款１項給付金につ

いては費目存置での計上となっております。８

ページをご覧下さい。

　７款１項基金繰入金 2,946 万 5,000 円を計上

しております。対前年度比較で 111 万 9,000 円

の増となっております。内容といたしまして

は、財政調整基金繰入金の増が要因となってお

りますが、同科目につきましては一般会計予算

に不足が生じた際の財源調整のための受け入れ

科目となっております。

　７款特別会計繰入金、こちらの方は低所得者

保険料軽減繰入金の精算分となっておりますけ

れども、過去数年実績がございませんので項目

を廃止しております。

　８款１項繰越金 1,100 万、前年同額での予算

計上となっております。９ページをご覧下さ

い。

　９款１項延滞金加算金及び過料、及び２項預

金利子については費目存置での計上となってお

ります。

　９款３項雑入 132 万 5,000 円を計上しており

ます。対前年度比較で38万 1,000円の増となっ

ております。内容といたしましては、前年度実

績に基づく各種雑入金の増に伴うものとなって

おります。

　歳入は以上でございます。10 ページをお開

き下さい。

　歳出をご説明いたします。

　１款１項議会費 302 万円を計上しておりま

す。対前年度比較で 24 万 9,000 円の減となっ

ております。内容といたしましては、旅費で

21 万 2,000 円の減となっておりますが議会定

例会出席のための費用弁償でございます。15

ページをご覧下さい。

　２款１項総務管理費４億 9,952 万 1,000 円を

計上しております。対前年度比較で 1,406 万

4,000 円の増となっております。内容といたし

ましては、委託料で 1,683 万円、第９期介護保

険事業計画の策定に伴うものとなっておりま

す。16 ページをご覧下さい。

　２款２項賦課徴収費 7,333 万 2,000 円を計上

しております。対前年度比較で 557 万 4,000 円

の減となっております。内容といたしまして

は、報酬 138 万 5,000 円及び役務費 117 万 7,000

円、それぞれ実績に伴う減となっております。

18 ページをご覧下さい。

　２款３項調査認定費３億 7,906 万 9,000 円を

計上しております。対前年度比較で892万5,000

円の増となっております。内容といたしまし

ては、認定調査員の共済費 272 万 5,000 円、パ

ソコン等各種機器の使用料及び賃借料 147 万

2,000 円の増が主な要因となっております。20

ページをご覧下さい。

　２款４項給付管理費 1,371 万 7,000 円を計上

しております。対前年度比較で 192 万 1,000 円

の増となっております。内容といたしまして

は、高額介護償還通知発送業務等にかかる委託

料 113 万 9,000 円の増に伴うものとなっており

ます。

　２款５項低所得者対策費 963 万 7,000 円を計

上しております。対前年度比較で 144 万 9,000

円の増となっております。内容といたしまして

は、社会福祉法人等を利用する生活困窮者に対

する負担軽減を行うための負担金補助、及び交

付金 144 万 9,000 円の増が主な要因となってご

ざいます。

　２款６項趣旨普及費 1,502 万 2,000 円を計上

しております。対前年度比較で 58 万 2,000 円

の減となっております。内容といたしまして

は、介護保険制度趣旨普及のためののぼり等の

備品購入費となっておりますが、３カ年おきの

備品の買い替えに伴う減となっております。21

ページをご覧下さい。

　２款７項離島等支援事業 1,383 万 2,000 円を
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計上しております。対前年度比較で118万6,000

円の増となってございます。内容といたしまし

ては、離島町村の介護サービス事業者が渡航し

て提供した介護サービスにかかる渡航費用をま

かなうための負担金補助及び交付金の増に伴う

ものとなっております。22 ページをご覧下さ

い。

　２款８項障害支援区分認定等事務費 1,714 万

3,000 円を計上しております。対前年度比較で

544 万 3,000 円の増となっております。内容と

いたしましては、障害認定にかかる審査員の報

酬 120 万円及び一般職給与 191 万 5,000 円の増

に伴うものとなっております。

　２款９項地域支援事業費 69 万 6,000 円を計

上しております。対前年度比較で１万 3,000 円

の減となっております。内容といたしまして

は、各種通知書等の減に伴うものとなっており

ます。23 ページをご覧下さい。

　３款１項交際費 3,000 円を計上しておりま

す。対前年度比較で８万 3,000 円の減となって

おります。内容といたしましては、償還金利子

及び割引料の減に伴うものとなっております

が、ここ数年実績がございませんので今年度は

費目存置での予算措置を行っております。

　４款１項償還金及び還付加算金 6,000 円を計

上しております。対前年度比較で 5,000 円の増

となっております。内容といたしましては、細

節の新設に伴うものとなっております。24ペー

ジをご覧下さい。

　４款２項延滞金費目存置での予算計上となっ

ております。

　４款３項繰出金６億 3,582 万 1,000 円を計上

しております。対前年度比較で 1,400 万 9,000

円の増となっております。内容といたしまして

は、低所得者保険料軽減のための特別会計への

繰出金となっております。

　５款１項予備費前年同額の 300 万を計上して

ございます。

　歳出は以上でございます。議案第６号　令和

５年度沖縄県介護保険広域連合一般会計予算の

説明は以上でございます。ご審議のほどよろし

くお願いいたします。

〇議長　花城勝男　これで提案理由の説明を終

わります。

　これから質疑を行います。質疑はありません

か。

　志村議員。

〇２０番　志村幸司　一般会計予算は業務レベ

ルということかと思いますので、こちらに入っ

てるかと思いますのでお聞きします。連合長の

ですね施政方針の中で４つ目の項目として出て

おりましたけれども、介護保険事業の適正化と

いう中で徴収率は上げる、と。徴収、すごい大

事ですよね。この中で口座振替の推進というこ

とが発表されておりましたけれども、この具体

的な取り組みについて予算化されているのか、

恐らく賦課徴収の項目に入ってくるのかと思う

んですけれども中身がちょっと見えないのでど

ういうふうに取り組むのか、どういうふうに予

算化されているのか。現在口座振替で何％徴収

していてこれをどこまでもってくとかいうもの

まであれば答弁下さい。

〇議長　花城勝男　答弁を求めます。

　休憩します。

　　休　憩　（午後２時 28 分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～

　　再　開　（午後２時 30 分）

〇議長　花城勝男　再開します。事務局長。　

〇事務局長　金城博文　お答えいたします。ま

ず、口座振替が予算化されているかということ

でございますけれども、広域連合にはですね南

部・中部・北部と事務所が３箇所ございまして、
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そこに徴収員が 12 名いらっしゃいます。口座

振替の干渉をですね徴収員の皆様にお願いして

口座振替に変えていただいてるというところで

ございます。それと徴収率については令和３年

度でですね、94.06％となっております。以上

でございます。

〇議長　花城勝男　志村議員。

〇２０番　志村幸司　口座振替で行われている

のが 94％にのぼるということですか。

〇議長　花城勝男　休憩します。

　　休　憩　（午後２時 30 分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～

　　再　開　（午後２時 33 分）

〇議長　花城勝男　再開します。事務局長。

〇事務局長　金城博文　お答えいたします。口

座振替にかかる割合は 29.6％になっておりま

す。以上です。

〇議長　花城勝男　志村議員。

〇２０番　志村幸司　これは 94.6％の全体徴

収率に対してその中で 29.6％ですか、が口座

振替になってるという理解でよろしいですね。

ですよね。分かりました。これ聞いたのはすご

い徴収の仕方ってすごく大事だと思うんですよ

ね。ただこう自動的に振り込める、引き落とせ

るスタイルというのが徴収率はもちろん上がる

と思いますので、その取り組みをしっかりして

いただきたいという思いで聞きました。ですか

らきちんと目標値を設けて、今の回答の状況を

みると目標値とか設定って多分具体的にはされ

てないような気がするんですね。だと思うんで

すよ。ですからそこをきちんとやっていただき

たいと、そうしないと進まないです。進める上

でですね、例えばマイナンバーカードとかでし

たらマイナポイントとかそういうインセンティ

ブございましたよね。何かそういうインセン

ティブ的な取り組みというのは考えられないで

すか。ご答弁下さい。

〇議長　花城勝男　答弁を求めます。事務局

長。

〇事務局長　金城博文　お答えします。今のと

ころインセンティブにかかるようなことは検討

されてございません。以上です。

〇議長　花城勝男　志村議員。

〇２０番　志村幸司　３回目ですので最後の質

問をいたしますけれども、まずお願いしますと

いう今徴収するそれぞれの地域の係員の方にお

願いしてるということでしたけれども、そのや

り方では恐らく中々切り替わらないだろうとい

うふうに思います。新しくとる分に関してはで

きるでしょうけれども、現在払っている方とい

うのは切り替えてもらうためには何らかのどう

してもこういうプラスがあるよ、と本人にとっ

てそういうことをきちんとやっていかないと実

際のところは絵に描いた餅になってしまうかな

というふうに思いますので、ちょっとインセン

ティブについては今考えてないかもしれません

けどちょっとご検討お願いできませんか。答弁

下さい。

〇議長　花城勝男　事務局長。

〇事務局長　金城博文　ちょっと検討できるか

についても、内部で検証してやっていきたいと

思いますのでどうぞご理解ください。以上で

す。
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〇議長　花城勝男　他に質疑はありませんか。

　１１番　東江議員。

〇１１番　東江清和　昨日の予算説明会でも質

疑はしましたが、14 ページのですね２款１項

の 26 節の公課費の中で環境協力税、昨日説明

を求めましたが、離島町村に入る入域税とあり

ましたが、後ほどまたそうではないという説明

がありましたけど、ちょっと詳しい内容、後日

資料で提出するということではありましたがま

た繰り返しになりますが、是非説明お願いいた

します。

〇議長　花城勝男　事務局長。

〇事務局長　金城博文　お答えいたします。こ

ちらの方の今のご質問なんですけれども環境協

力税ということでございまして、東京と福岡に

出張が予定されてございます。東京がですね全

国、福岡が九州地区でございます。それぞれ観

光地となってございますので、それに対する目

的税として払っている環境協力税ということで

ございます。以上です。

〇議長　花城勝男　東江議員。

〇１１番　東江清和　観光協力ですか、環境協

力ですか。

〇議長　花城勝男　事務局長。

〇事務局長　金城博文　環境協力税です。「環

境」です。

〇１１番　東江清和　離島町村、例えば伊是

名・伊平屋は私が知ってる限り入域する場合に

この税を払うということになってますが、この

離島町村の方もこの中には入っているというこ

とでしょうか。入っていないということでしょ

うか。

〇議長　花城勝男　休憩します。

　　休　憩　（午後２時 35 分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～

　　再　開　（午後２時 41 分）

〇議長　花城勝男　再開します。事務局長。

〇事務局長　金城博文　お答えいたします。離

島等に渡る場合の環境協力税についてはです

ね、その他雑費ということで旅費の方に組まれ

ております。以上でございます。

〇議長　花城勝男　他に質疑はありませんか。

　１２番　松田議員。

〇１２番　松田正邦　17 ページですね、よろ

しくお願いいたします。総務費のですね調査認

定費、この方は４号補正の方で 7,200 万落とし

てますよね。今回また３億 7,900 万ということ

は約 9,000 万位上げています。その理由とです

ね、11 節のですね役務費手数料の 9,563 万円

の内容をお願いいたします。

〇議長　花城勝男　認定課長。

〇認定課長　大城朝敏　お答えいたします。前

の議案第６号でしたかね、いや４号で補正減と

いうことで今回また金額を高めてるところなん

ですけれども、こちらについては補正減の時に

も話があったと思うんですけれども臨時的取り

扱いのもので、この臨時的取り扱いがいつ終了

するかというのがまだ分からない状況だったの

で、臨時的取り扱いが終了するという仮定で予

算の方計上させていただいております。臨時的

取り扱いというもの自体がですね、コロナに

よってこの調査が心配があるとか病院の方で入
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れないとかという場合には 12 月延長すること

ができるという手続きがありまして、今その影

響でですね元々 36 月の有効期間が設定できた

ものが今 12 月にみんな短縮していってるんで、

１年で相当な数の認定調査の量が今想定されて

います。今回 10 月に国の方から今年度いっぱ

いでもう基本的には臨時的取り扱いは終了とい

うことになっておりますので、その対応をする

ためのですね調査の委託を含めて予算計上の方

を行っている状況であります。ここにある 11

節の手数料については、主治医意見書の作成手

数料になります。ですので、申請があった方に

ついてはこの主治医意見書作成手数料がかかり

ますので、この 9,563 万円の予算計上となって

おります。以上です。

〇議長　花城勝男　松田議員。

〇１２番　松田正邦　それでは手数料のです

ね、一件あたりどの位かかるのかそれともまち

まちなのか、何件程想定してますか。

〇議長　花城勝男　休憩します。

　　休　憩　（午後２時 45 分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～

　　再　開　（午後２時 46 分）

〇議長　花城勝男　再開します。認定課長。

〇認定課長　大城朝敏　主治医意見書の作成料

についてはですね、１件あたり 4,000 円で件数

の方が２万 1,734 件を予定しております。以上

です。

〇議長　花城勝男　他にございませんか。　

　２５番　照喜名議員。

〇２５番　照喜名英雄　保険料の口座振替の件

のことでちょっとアイデア的な発言をさせてい

ただけないかなと思いまして。今現在期別ごと

の、例えば 10 期位に分かれていると思うんで

すが口座振替をした場合に例えば年金受給者は

年に６回の年金受給の月があるわけですから、

そこで口座振替は毎月 15 日ということでお伺

いしたんですけれども、例えば２月 15 日に年

金が入ると、で２月 15 日に口座振替ができる

と。で３月の、ちょっと私も知識不足ですが仮

に３月にあったとしてですね３月には支払うお

金がないというふうな場合に、２月に、年金受

給した月において２月３月の２期分を引き落と

しできるようにする、というそういう選択をで

きるようなことはどうでしょうか。納付者の負

担というのはあくまでも年金受給者、それだけ

しか収入がない方にとってはですねその方が楽

じゃないかなぁというふうに思いまして今質問

したんですけども。以上です。

〇議長　花城勝男　休憩します。

　　休　憩　（午後２時 47 分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～

　　再　開　（午後２時 49 分）

〇議長　花城勝男　再開します。事務局長。

〇事務局長　金城博文　お答えいたします。今

現在引き落としはですね、年９回行っておりま

す。どうしてもこれシステムの設定上とかの問

題もございますので、個人に対してこの方は２

回に設定するとかそういったものはまだ対応で

きないような状況にございますので、どうかご

理解のほどよろしくお願いいたします。以上で

す。

〇２５番　照喜名英雄　ありがとうございま

す。今言う納付についてですね、やはり年金の

みの納税者と言っていいんですかね、納付する

方はもっぱらそれだけの収入というような部

分での納付の形になるものですから、65 歳以
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上の方のやはりそういう面で金銭的なことで楽

になる方法ということでいずれこういうことも

選択できるようなですね、システムになればと

思っております。以上です。ありがとうござい

ます。

〇議長　花城勝男　他に質疑はありませんか。

　１８番　永山議員。

〇１８番　永山清和　一点だけお願いします。

13 ページの委託料の一番下の方ですね。介護

保険システム標準化移行計画立案作業支援業務

委託料ということで 932 万 8,000 円。どういう

内容なのか少し教えて下さい。お願いします。

〇議長　花城勝男　総務課長。

〇総務課長　豊見本勝　お答えします。こちら

の方は、令和７年度末を目標とした国の示す標

準準拠システムへの移行に向けた既存システム

と標準仕様との差異等のですね、確認業務をす

るということで委託を予定しております。こう

いった内容になっております。

　令和７年度末を目標とした国の示す標準準拠

システムへの移行に向けた現在の既存のシステ

ムと標準仕様との差異をですね、差異等の確認

業務を予定しているということで今回委託を組

んでおります。

〇議長　花城勝男　永山議員。

〇１８番　永山清和　令和７年度からスタート

する、ということでよろしいですか。令和７年

度までに、ということで。

〇議長　花城勝男　総務課長。

〇総務課長　豊見本勝　令和７年度からの新し

いシステムに移行に向けてのものですね。

〇議長　花城勝男　永山議員。

〇１８番　永山清和　令和７年度から新しく今

あるシステムと、国が示す標準化システムとの

整合性を図るっていう意味合いでの計画を作成

すると、そういう業務の委託料だということで

よろしいですね。分かりました。ありがとうご

ざいます。

〇議長　花城勝男　他に質疑はありませんか。

（「質疑なし」の声あり）

〇議長　花城勝男　これで質疑を終わります。

　これから討論を行います。討論はありません

か。

（「討論なし」の声あり）

〇議長　花城勝男　討論なしと認めます。これ

で討論を終わります。

　これから議案第６号　令和５年度沖縄県介護

保険広域連合一般会計予算を採決します。

　お諮りします。

　本案は、原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長　花城勝男　異議なしと認めます。従っ

て、議案第６号　令和５年度沖縄県介護保険広

域連合一般会計予算は原案のとおり可決されま

した。

　日程第 12　議案第７号　令和５年度沖縄県

介護保険広域連合特別会計予算を議題としま

す。

　本案について提案理由の説明を求めます。

　事務局長。

〇事務局長　金城博文　議案第７号　令和５年

度沖縄県介護保険広域連合特別会計予算。令和
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５年度沖縄県介護保険広域連合の特別会計予算

は次に定めるところによる。歳入歳出予算第

１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞ

れ 371 億 456 万 1,000 円と定める。第２項、歳

入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金

額は第１表歳入歳出予算による。一時借入金第

２条、地方自治法昭和 22 年法律第 67 号第 235

条の３の第２項の規定による一時借入金の借

入の最高額は 20 億円と定める。歳出予算の流

用第３条、地方自治法第 220 条第２項の但し書

きの規定により、歳出予算の各項の経費の金額

を流用することができる場合は次のとおりと定

める。第１号保険給付費の各項に計上した予算

額に過不足を生じた場合における同一款内での

これらの経費の各項の間の流用。令和５年２月

10 日提出　沖縄県介護保険広域連合長當山宏。

　特別会計は主に介護保険給付費、地域支援事

業にかかる経費を計上しており、第８期介護保

険事業計画値をもとに直近２年の実績、令和４

年度決算見込みを考慮し予算編成を行っており

ます。前年度当初予算と比較しますと、６億

7,757 万 7,000 円。率にしますと、1.9％の増

となっております。

　詳細についてご説明いたします。歳入歳出予

算事項別明細書の６ページをお開き下さい。

　歳入をご説明いたします。

　１款１項介護保険料 76 億 7,351 万 1,000 円

を計上しております。対前年度比較で１億

3,371 万 3,000 円の増となっております。内容

といたしましては、第１号被保険者の保険料

１億 2,773 万 2,000 円の増が主な要因となって

おりますが、被保険者数の増加に伴うものと

なっております。

　２款１項負担金 46 億 9,206 万円を計上して

おります。対前年度比較で 8,234 万 9,000 円の

増となってございます。内容といたしまして

は、令和５年度給付見込み額に対する市町村介

護給付費負担金の増が主な要因となっておりま

す。７ページをご覧下さい。

　３款１項国庫負担金 63 億 2,658 万 5,000 円

を計上しております。対前年度比較で１億

8,489 万 2,000 円の増となっております。内容

といたしましては、令和５年度給付見込み額に

対する介護給付費国負担金の増が主な要因と

なっております。

　３款２項国庫補助金 22 億 6,731 万円を計上

しております。対前年度比較で 9,788 万 4,000

円の減となっております。内容といたしまして

は、令和５年度給付見込み額に対する調整交付

金 8,088 万 5,000 円、地域支援事業交付金 1,907

万 6,000 円の減が主な要因となっております。

８ページをご覧下さい。

　４款１項支払基金交付金 97 億 1,115 万 4,000

円を計上しております。対前年度比較で１億

8,968 万円の増となっております。内容といた

しましては、第２号被保険者の皆さまが支払基

金を納める保険料の交付金となっており、介護

給付費交付金２億 296 万 7,000 円の増及び地域

支援事業費交付金 1,328 万 7,000 円の減が主な

要因となっております。

　５款１項県負担金 49 億 5,379 万 1,000 円を

計上しております。対前年度比較で 5,942 万円

の増となっております。内容といたしまして

は、令和５年度給付見込み額に対する介護給付

費負担金 5,942 万円の増が主な要因となってお

ります。

　５款２項県補助金３億 5,345 万 4,000 円を計

上しております。対前年度比較で1,076万9,000

円の減となっております。内容といたしまして

は、令和５年度地域支援事業の見込み額に対す

る地域支援事業交付金の減が主な要因となって

おります。９ページをご覧下さい。

　５款３項財政安定化基金支出金、費目存置で

の予算計上となっております。

　６款１項財産運用収入及び７款１項寄附金に

ついても費目存置での予算計上となっておりま
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す。

　８款１項基金繰入金４億 7,544 万 8,000 円を

計上しております。対前年度比較で１億 2,153

万 5,000 円の増となっております。内容といた

しましては、介護給付費準備基金繰入金の増に

伴うものとなっております。10 ページをご覧

下さい。

　８款２項一般会計繰入金６億 3,582 万 1,000

円を計上しております。対前年度比較で 1,401

万円の増となっております。内容といたしまし

ては、低所得者保険料軽減繰入金の増に伴うも

のとなっております。

　９款１項繰越金 1,400 万、前年同額での予算

計上を行っております。

　10 款１項財政安定化基金貸付金、費目存置

での予算計上となっております。11 ページを

ご覧下さい。

　11 款１項延滞金加算金及び過料 141 万 8,000

円を計上しております。対前年度比較で 68 万

4,000 円の増となっております。内容といたし

ましては、第１号被保険者延滞金の増となって

おりますが、直近数年の実績をもとに算出して

おります。

　11 款２項預金利子、費目存置での予算計上

となっております。

　11 款３項雑入 4,000 円を計上しております。

対前年度比較で５万 3,000 円の減となっており

ます。内容といたしましては、科目の廃止及び

雇用保険料個人負担分の減に伴うものとなって

おります。歳入は以上でございます。12 ペー

ジをご覧下さい。

　歳出をご説明いたします。

　１款保険給付費の増減内容につきましては、

第８期事業計画値をもとに直近２年の実績値、

また令和４年度決算見込み額を考慮し試算して

おります。

　１款１項介護サービス等諸費 318 億 9,091 万

5,000 円を計上しております。対前年度比較で

７億 729 万 5,000 円の増となっております。13

ページをご覧下さい。

　１款２項介護予防サービス等諸費６億 8,722

万 5,000 円を計上しております。対前年度比較

で 1,107 万 6,000 円の増となっております。

　１款３項その他諸費 3,419 万 2,000 円を計上

しております。対前年度比較で 59 万 3,000 円

の増となっております。14 ページをご覧下さ

い。

　１款４項高額サービス等費 10 億 1,212 万

1,000 円を計上しております。対前年度比較で

1,612 万 3,000 円の増となっております。

　１款５項特定入所者介護サービス等費で 10

億 8,440 万 2,000 円を計上しております。対前

年度比較で 1,624 万 1,000 円の増となっており

ます。15 ページをご覧下さい。

　２款１項介護予防日常生活支援総合事業費

12 億 5,639 万 1,000 円を計上しております。

対前年度比較で 4,746 万 7,000 円の減となって

おります。内容といたしましては、介護予防日

常生活総合支援事業にかかる負担金補助及び交

付金の減に伴うものとなっております。17ペー

ジをご覧下さい。

　２款２項包括的支援事業任意事業費 10 億

1,900 万 9,000 円を計上しております。対前年

度比較で 2,396 万 8,000 円の減となっておりま

す。内容といたしましては、包括的支援事業任

意事業にかかる負担金補助及び交付金の減に伴

うものとなっております。

　２款４項その他諸費 200 万 3,000 円を計上し

ております。対前年度比較で 174 万 5,000 円の

減となっております。内容といたしましては、

国保連合会へ支払う審査支払手数料の減に伴う

ものとなっております。18 ページをご覧下さ

い。

　３款１項財政安定化基金拠出金、費目存置で

の予算計上となっております。

　４款１項保健福祉事業費 3,309 万 4,000 円を
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計上してございます。対前年度比較で 641 万

2,000 円の減となっております。内容といたし

ましては、構成市町村が実施する地域支援事業

の推進を目的に交付しております保険者機能強

化推進交付金の減に伴うものとなっておりま

す。

　５款１項基金積立金、費目存置での予算計上

となっております。19 ページをご覧下さい。

　６款１項交際費 3,000 円を計上しておりま

す。対前年度比較で 166 万 6,000 円の減となっ

ております。内容といたしましては、一時借入

金の利子 166 万 6,000 円の減となっております

が、過去数年実績がないため今回費目存置での

予算計上を行っております。

　６款２項財政安定化基金償還金、費目存置で

の予算計上となっております。20 ページをご

覧下さい。

　７款１項償還金及び還付加算金 5,520 万

2,000 円を計上しております。対前年度比較で

750 万 8,000 円の増となっております。内容と

いたしましては、第１号被保険者の方に対する

保険料還付金となっておりますが、実績値の増

に伴うものとなっております。

　７款２項延滞金、費目存置での予算計上と

なっております。

　７款繰出金については過去数年実績がござい

ませんので、科目を廃止しております。21 ペー

ジをご覧下さい。

　８款予備費につきましては前年同額の 3,000

万を計上しております。歳出は以上でございま

す。

　議案第７号　令和５年度沖縄県介護保険広域

連合特別会計予算の説明は以上でございます。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

〇議長　花城勝男　これで提案理由の説明を終

わります。

　これから質疑を行います。質疑はありません

か。

　志村議員。

〇２０番　志村幸司　二点程お聞きいたしま

す。12 ページのですね、１款の２項介護予防

サービス等諸費のところですね。この方で介護

予防福祉用具購入費 987 万 9,000 円入っており

ますけれども、これは何を購入する、何をどれ

だけ購入する予定でいらっしゃるのか。それと

次のページの 13 ページですね。介護予防住宅

改修費、金額具体的に入ってますけれどもどこ

どこ改修するとかそういうのが決まっているん

ですか。ご答弁下さい。

〇議長　花城勝男　業務課長。

〇業務課長　比嘉利季子　ではお答えいたしま

す。まず最初 12 ページの介護予防福祉用具購

入費、それはですね被保険者の方が介護保険

サービスを利用して、それで購入する金額、そ

こを計上しております。同じく住宅改修費の方

もですね、介護保険サービスの方で一人あたり

住宅改修費というのが 20 万円あって、その１

割負担は本人が負担、あと３割負担とか、とい

うのが本人が負担する分があるんですけど、そ

の残りの分を計上して、予定っていうのかな。

今年度どれ位必要かどうかというのを予定して

計上しているところでございます。

〇議長　花城勝男　志村議員。

〇２０番　志村幸司　今のお話でいくと恐らく

実績ベースで予測してみたいな形なのかなとい

うふうに思ったんですけれども、どれ位の件数

を予測しているとかそういう金額ベースで予測

を立てられたんですか。それとも１件あたりと

いうような件数で積み上げてるんですか。今

13 ページの質問なんですけれども。お願いし
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ます。

〇議長　花城勝男　休憩します。

　　休　憩　（午後３時 10 分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～

　　再　開　（午後３時 12 分）

〇議長　花城勝男　再開します。業務課長。

〇業務課長　	 比嘉利季子　その計算式と言う

のは、今手元にないんですがワークシートを

利用して人口とまた伸び率でどれ位かかるだろ

う、というようなことを推計して計上している

ことになります。

〇議長　花城勝男　志村議員。

〇２０番　志村幸司　今そばで聞いていても恐

らくかなり複雑な計算式が入っているというこ

とだと思うんですけれども、やっぱり一人あた

まであるとか１件とかの金額は分かっておりま

すので、出ておりますので。これがこういう内

容でこれぐらい上がるから、とかそれ位の予測

値というのをちゃんと本当にそれに使われてい

るか、というところが本来の大事なところに

なってくると思いますのできちんとここはもう

ちょっと明確にこういうふうな配分で計算、保

険料の案分の仕方とかみたいにですよね。多少

複雑ですけれどもこういうふうに大雑把に言う

とできてますよ、という位の説明はできるよう

にしていただきたいなと。これは要望です。以

上です。

〇議長　花城勝男　他に質疑はありませんか。

　松田議員。

〇１２番　松田昌邦　７ページですね、歳入の

国庫支出金の中の２項国庫補助金があります

ね。この中の１億調整交付金、この方が 8,088

万 5,000 円大幅減なんですね。この説明の中の

介護給付費調整交付金の減なのか、総合事業調

整交付金の減なのか、それと全国的なものなの

か、沖縄県だけなのか、というところをまずお

聞かせ下さい。

〇議長　花城勝男　休憩します。

　　休　憩　（午後３時 15 分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～

　　再　開　（午後３時 15 分）

〇議長　花城勝男　再開します。総務課長。

〇総務課長　豊見本勝　ただいまの質問にお答

えします。調整交付金の方が減ってる理由とい

うことでよろしいでしょうか。これについて

は、人口また所得の推計の方がやはり減って

る、ということでこのように今回 8,000 万余り

減額となっております。以上です。

〇議長　花城勝男　松田議員。

〇１２番　松田昌邦　前年と比べて２項目も

減ってる、という理解でよろしいですか。

〇議長　花城勝男　総務課長。

〇総務課長　豊見本勝　お見込みのとおりでご

ざいます。

〇議長　花城勝男　松田議員。

〇１２番　松田昌邦　それではもう一点です

ね、18 ページです。１項の保健福祉事業費の

中の保険者機能強化推進交付金、この方が 600

万円余り減ってますよね。先程の説明では 29

市町村に移行するお金だなと思ってるんです

が、まずその説明とですね何故 600 万落ちてい

くのか、というこれも一律全関係市町村が落ち
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ているのかこの辺確認したいです。

〇議長　花城勝男　休憩します。

　　休　憩　（午後３時 17 分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～

　　再　開　（午後３時 20 分）

〇議長　花城勝男　再開します。総務課長。

〇総務課長　豊見本勝　お答えします。こちら

については、国の交付金自体が 400 億から 50

億減になりまして現在 350 億となってるそうで

す。こういった影響を受けてですね配分される

交付額というものが減少しているようです。そ

れが影響しているようです。

〇議長　花城勝男　松田議員。

〇１２番　松田昌邦　これは沖縄県に 400 億が

350 億になったという理解でしょうか。それと

も全体的な総額ですか。

〇議長　花城勝男　総務課長。

〇総務課長　豊見本勝　これについては全体に

なります。国全体です。

〇議長　花城勝男　他に質疑はありませんか。

　新垣議員。

〇１３番　新垣千秋　では二点程ですね予算書

確認させて下さい。予算書まず 14 ページ２款

１項介護予防日常生活支援総合事業費、これが

マイナスになっています。説明の中では交付金

の減ということだったんですが、各市町村の介

護予防日常生活支援総合事業、事業料っていう

んですかねそれが減ることになるんでしょう

か。その点確認させて下さい。

　同じ内容で、予算書の 16 ページ２款２項包

括的支援事業任意事業費、これも同じように前

年と比べて減額されております。説明の中での

理由も同じように交付金の減ということであっ

たんですが、こちらも同じように各市町村の事

業、それが減ることになるんでしょうか。その

点説明もう少し詳しくお願いします。

〇議長　花城勝男　総務課長。

〇総務課長　豊見本勝　ただいまの質問にお答

えします。各市町村もやはり交付額が減って

る、ということになります。両方共ですね減っ

てるということになります。以上です。

〇議長　花城勝男　新垣議員。

〇１３番　新垣千秋　各市町村の交付が減ると

いうことは事業料も減る、ということでよろし

いでしょうか。

〇議長　花城勝男　総務課長。

〇総務課長　豊見本勝　事業料の方が減ってい

る状況です。

〇議長　花城勝男　他に質疑はありませんか。

　永山議員。

〇１８番　永山清和　ちょっと今の新垣議員と

同じところなんですが、総合事業のところと包

括的支援事業のところの２点、２箇所が 4,000

万余り 7,000 万超えて減ってるということなん

ですけども、この減る理由というのは事業料が

少なくなったとかという形でちょっと今説明

あったと思うんですけども、その要因ですか、

市町村がこれだけしか必要ないからということ

なのか。そういうことで市町村の要望に応じて

積み上げていって、それ位の事業料しかないか
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らこれだけになりました、というところの解釈

でいいのか。あるいは前年が実績がそうだった

のでそういう形の入れ方をしているのか、とい

うことなんですよね。そこをちょっと確認させ

て下さい。

〇議長　花城勝男　休憩します。

　　休　憩　（午後３時 22 分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～

　　再　開　（午後３時 23 分）

〇議長　花城勝男　再開します。総務課長。

〇総務課長　豊見本勝　各市町村の要望、実績

自体が落ちてるということが原因のようです。

〇議長　花城勝男　永山議員。

〇１８番　永山清和　ちょっと私の一般質問の

中でもそのように訴えたところがあって、高齢

化率はどんどんどんどん上がっていきます。そ

れに伴っても介護の方も認定率もどんどん上

がっていく可能性が高いわけですよね。それを

抑えたい、そうじゃないと保険料の方も上がっ

ていく、そこをだからどこで抑えるか、お金の

問題でいえば保険料も上がっていく、全国一高

い、そこを抑えようと思うんだったらここの

ところが一番肝心なところかなと思うんですよ

ね。ここをいかに予算化するか大きくするかふ

くらますかとか事業を展開していくか、という

ところだと思うんですよ。そこができないとい

けないんじゃないかなぁと。だからそこが昨日

の研修会でも言ったように３年から５年で担当

職員もどんどん変わっていく、事業が分からな

いうちにどんどん変わっていく、という形だと

もう中々これが進まない原因はここにあるん

じゃないかなと思うんですよね。だからここの

ところをもっと増やすような方向性を考えない

といわば昨日も、今日もマンパワーって言った

んですけどやっぱり人がいないと事業も中々進

まないし、ただ事業をやってるじゃなく本当は

その包括支援センターなり地域支援事業の担当

が、地域に入り込んでいってこういうことです

よと介護保険料もこんなして１ランクから３ラ

ンクが均一化されますよ、保険料上がります

よ、全国一高いですよどうしますか。だからそ

ういうことを含めて地域でお互いが支え合うと

か、お互いの居場所づくりとかそういうのが必

要なんですということを地域の皆さんに訴えて

いかないといけないんだと。そこまで中々いき

つかない、だからそんな事業展開しようとして

も中々そこができない。そこを考えた場合にい

えば、担当課長会議ありますよね、担当者会議

もあると思うんですけどこれ早めに手当てしな

いとこのまま落ちていくだけじゃ全然止まらな

いと思うんですよね。保険料は上がっていくだ

けだと思うんですよ。だからそこのところを是

非早めに手当てして、逆にこれから補正で増や

していくってことをちょっと考えていただきた

い。要望です。以上です。

〇議長　花城勝男　他に質疑はありませんか。

　普天間議員。

〇１９番　普天間真也　すみません、今の永山

議員の質問の関連なんですけども、事業等で予

算が前年と比べて増えている事業と減っている

事業がありますけども、先程の別の方からの質

問でまた、18 ページの４款１項の保健福祉事

業費、こちらも 600 万程減額となっている理由

が国全体での交付金の金額が 400 億から 350 億

に減っているため、そのため事業費も減ってい

るという説明だったんですけど、その理解でよ

ろしいですか。これがあった場合 16 ページの

先程永山議員からもおっしゃられたとおり、二

つ程 4,000 万と 3,000 万程ですねこちらも事業

費減っているんですけども、こちらもこの交付
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の 400 億から 350 億に減ってる、というのの絡

みもあるということですか。それとも自治体か

らの要請自体が減っているから減っている、と

いう解釈ですかね。ちょっとそこら辺が分から

なかったので説明お願いします。

〇議長　花城勝男　休憩します。

　　休　憩　（午後３時 26 分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～

　　再　開　（午後３時 27 分）

〇議長　花城勝男　再開します。事務局長。

〇事務局長　金城博文　お答えいたします。先

程の答弁の絡みの方でも質問なさってるんです

が、18 ページの保健福祉事業費こちらの方に

ついては先程も説明があったとおり、国全体で

400 億規模の予算が 350 億に減じられてござい

ますのでこの 50 億円の影響が今回出てきてお

ります。それとあと一点、地域支援事業の減に

ついては実績を基につくってはいるんですけれ

ども、やっぱり市町村さんの要望も減ってきて

いるということで減になっている、ということ

が主な理由でございます。先程永山議員からも

お話があったとおりですね、こういったところ

を強化していかないと今後保険料の高騰を招い

ていきますので、我々広域連合といたしまして

もちょっと強くですね今後進めていきたいとい

うふうに考えておりますのでよろしくお願いし

ます。以上です。

〇議長　花城勝男　普天間議員。

〇１９番　普天間真也　今事務局長からお話が

あったんですけども、この介護予防等ですね本

当にこれから頑張っていかないといけないとこ

ろ、強化していかないといけないところだと思

いますのでやっぱり市町村からの申請で事業費

が減ってるということは分かるんですけども、

そこは強く訴えてもらって私もちょっと市に持

ち帰ってそこら辺は強く私からも言いたいとは

思うんですけども、そこら辺やっぱり活用して

いくように進めてもらえたらなと思います。以

上です。

〇議長　花城勝男　他に質疑はありませんか。

（「質疑なし」の声あり）

〇議長　花城勝男　これで質疑を終わります。

　これから討論を行います。討論はありません

か。

（「討論なし」の声あり）

〇議長　花城勝男　討論なしと認めます。これ

で討論を終わります。

　これから議案第７号　令和５年度沖縄県介護

保険広域連合特別会計予算を採決します。

　お諮りします。

　本案は、原案のとおり決定することにご異議

有りませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長　花城勝男　異議なしと認めます。従っ

て、議案第７号　令和５年度沖縄県介護保険広

域連合特別会計予算は原案のとおり可決されま

した。

　日程第 13　議員派遣の件を議題とします。

　お諮りします。

　議員派遣の件については、別紙のとおり地方

自治法第 100 条第 13 項及び会議規則第 120 条

の規定により、議員を派遣することにご異議あ

りませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長　花城勝男　異議なしと認めます。従っ

て、議員派遣の件は別紙のとおり決定しまし

た。

　日程第 14　閉会中の継続調査の件を議題と

します。議会運営委員長から会議規則第 63 条
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の規定により、お手元に配布しました申出書の

とおり、閉会中の継続調査の申し出がありま

す。

　お諮りします。

　委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続

調査とすることにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長　花城勝男　異議なしと認めます。従っ

て、委員長からの申し出のとおり、閉会中の継

続調査とすることに決定しました。

　お諮りします。

　本定例会で議決されました案件について、そ

の条項、字句、数字、その他の整理を要する

ものについては会議規則第 45 条の規定により、

その整理を議長に委任されたいと思います。ご

異議はありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長　花城勝男　異議なしと認めます。従っ

て、条項、字句、数字、その他の整理は議長に

委任することに決定しました。

　これで本日の日程は、全部終了しました。会

議を閉じます。

　令和５年第 64 回沖縄県介護保険広域連合議

会定例会を閉会します。

　お疲れ様でした。

閉　会（午後３時 33 分）

　地方自治法第 123 条第２項の規定により署名

する。

沖縄県介護保険広域連合議会議長

　　　　　　　　　　　　　　花　城　勝　男

署名議員（議席番号４号）　　 島　袋　輝　也

署名議員（議席番号６号）　　 當　山　直　彦


